
特集①　子どもの安全対策

地域・学校・行政で
子どもを守ろう！

特集②　次世代育成支援行動計画

〝かたの〟子育て応援プラン

市政のうごき
　国勢調査の調査員を募集
　転入・転出・転居の届出に本人確認
　第2次障害者（児）福祉長期計画を策定
　情報公開制度・個人情報保護制度
　災害には日ごろの備えが大切
　みんなで防ごう土砂災害　
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特集①　子どもの安全対策

　

池
田
小
学
校
や
寝
屋
川
中
央

小
学
校
で
の
事
件
、
奈
良
で
の

児
童
殺
傷
事
件
な
ど
、
過
去
に

例
を
見
な
い
子
ど
も
の
安
全
を

脅
か
す
犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
は
自
分
を
守
る
術

を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で

市
で
は
、
学
校
へ
の
警
備
員
や

校
門
へ
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
設

置
、
防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル･

防
犯

ブ
ザ
ー
の
配
布
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
や
保
護
者
に
よ

る
下
校
時
に
あ
わ
せ
た
パ
ト

ロ
ー
ル
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課

（
℡
８
１
０

・ 
０
５
３
０
）

□　警備員の配置や　　不審者のチェック
　児童･生徒の安全を確保するため、入学式の日
から、すべての小学校に警備員〈①〉を配備すると
ともに、市立の幼児園・小・中学校の校門にオー
トロック（電磁錠システム）〈②〉とカメラ付イン
ターホン〈③〉を設置しました。
　各学校では、来客があった場合、インターホン
で画像を確認、職員室などからの操作で校門を開
けるなど、校内への不審者の侵入をチェックして
います。

地
域
・
学
校
・
行
政
で

子
ど
も
を
守
ろ
う
！

③

①

②

岩船小学校での防犯教室
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□　防犯ブザーとホイッスルの配布
　子どもたちをねらった犯罪を防止するため、昨
年の 12月にすべての児童に防犯ブザー〈④〉を
配布しました。
　今年度は、交野ロータリークラブおよび枚方天
の川ライオンズクラブから寄贈を受けて新１年生
に配布しました。
　また、防犯ホイッスル〈⑤〉についても、昨年か
ら日本マクドナルド㈱の協力を受け、１年生に配
布しています。

□　緊急通報システムの設置
　すべての小･中学校に緊急通報システム〈⑥〉を
設置しました。このシステムは、校内に不審者が
侵入したときなどにボタンを押すと警備員と警察
官が駆けつけるようになっています。

□　教職員の防犯講習会
　3月 15日（火）、青年の家で、市立の幼児園・小
･中学校の教職員を対象とした防犯講習会〈⑦〉を
開催しました。講習会では、枚方警察署の警察官
から、教室のイスなどの身近なものを使った身の
守り方を教わりました。

□
　公用車に「子ども 110 番」の
　　ステッカー
　市のすべての公用車や「子ども 110番」に協力
しているタクシーなどにステッカー〈⑧〉をはり
付けています。これらの車両運転手は、子どもが
危険にあっていると思われるときや子どもから助
けを求められたとき、子どもたちの救助や警察へ
の連絡を行います。

□　保護者らが校区を巡回
　すべての小学校区で保護者による下校時パト
ロールや「パトロール中」のプレートをはり付け
た自転車〈⑨〉による校区内の巡回が行われてい
ます。
　また、星田小学校区や岩船小学校区、妙見坂小学
校区などでも、地域のみなさんが「パトロール中」
の腕章を付けて、児童の下校時に、ひとけのない通
学路や危険個所に立ち、子どもたちの安全を見守
るパトロール活動〈⑩〉の輪が広がっています。

④

⑤⑥

⑦

⑧

⑨⑩
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特集②　次世代育成支援行動計画

　

市
で
は
、
急
速
に
進
む
少
子
化

の
抑
制
を
目
的
に
、
子
育
て
応
援

プ
ラ
ン
（
交
野
市
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
計
画
を
基
に
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
安
心

し
て
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
整
備
し
て
い
き

ま
す
。主
な
取
り
組
み
は
次
の
と

お
り
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
（
℡  

８
９
３
・
６
４
０
０
）

子らの笑顔、みんなの宝

〝かたの〟子育て応援プラン

交野市次世代育成支援行動計画

計 画の期間　17年度～ 21年度の 5年間（前期）
主な取り組み　下表・左表
※  22 年度～ 26年度を後期として新たな計画を策定
します。

※ 計画の詳細は、市のホームページ（http://www. 
city.katano.osaka.jp/）を参照してください。

主な取り組み（国が定める14の重要項目）
事業名 現　状 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 担当課

地域子育て支援センター 未実施 1か所設置 1か所設置に向け検討（計2か所）

幼児対策室

つどいの広場
（ 乳幼児を持つ親とその子ど
もが気軽に集い、語り合い、
交流する場）

未実施 検　討 1か所設置 1か所設置に向け検討（計2か所）

一時保育 20 人
（2か所） 継続実施 事業拡大

1か所 継続実施 30人
（3か所）

トワイライトステイ
（ 児童を児童福祉施設などで
6か月程度、午後6時～10
時ごろの間預かる）

未実施 検　討 契約締結後
実施

5 人
（1か所）

ショートステイ 未実施 検　討 契約締結後
実施

5 人
（1か所）

ファミリーサポート
センター 未実施 人材育成 人材育成と

実施 実　施 1か所

延長保育 1,035 人
（8か所） 継続実施 時間延長

拡大1か所 継続実施 時間延長
拡大1か所

1,115 人
（8か所）

病後児保育派遣型 未実施 ファミリーサポートセンターや保育サポーターの
活用促進による対応を検討

病後児保育施設型 未実施 検　討 検討後実施 実　施

特定保育
（ 乳幼児を週に2、3日程度、
または午前、午後のみなど、
保育所などで保育する）

未実施 ファミリーサポートセンターや保育サポーターの
活用促進による対応を検討

通常保育 1,205 人
（10か所） 定員増・弾力化の実施 1,265 人

（10か所）

休日保育 未実施 ファミリーサポートセンターや保育サポーターの
活用促進による対応を検討

夜間保育 未実施 ファミリーサポートセンターや保育サポーターの
活用促進による対応を検討

放課後児童健全育成 560 人
（12か所） 継　続 680人

（12か所） 青少年育成課
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主な取り組み（その他の項目）
項　目 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 担当課

子育てネットワークの構築 検　討 実　施 社会福祉協議会、社会福祉課、幼児対策
室、関連各課

子育てサークル活動への支援の充実 検　討 検討と
実施 実　施 社会福祉課

子育て支援総合コーディネーターの
設置 検　討 検討と

実施 実　施 幼児対策室

子育て支援情報の提供方法の充実 検　討 検討と
実施 実　施 幼児対策室、社会福祉課

子育て支援組織の充実 充実実施 幼児対策室、社会福祉課、関連各課

保育サポーターの活用 養成講座・受講促進・活用 幼児対策室

在宅子育て家庭サポートの実施 家庭支援の推進 社会福祉課、健康増進課

地域における見守り体制の充実 充実実施 社会福祉課

虐待ネットワークの充実 充実実施 社会福祉課、健康増進課、幼児対策室、
指導課、人権教育指導室、関連各課

子ども虐待防止アドバイザーとの連携 育成の促進 社会福祉課、健康増進課

児童相談体制の充実 早期発見への充実 社会福祉課、健康増進課、幼児対策室、
指導課、人権教育指導室、関連各課

ホームページの活用によるネット相談
室の構築 検　討 検討と

実施 実　施 健康増進課、幼児対策室

思春期相談窓口の開設 検　討 検討と
実施 実　施 健康増進課

食育ネットワーク会議の設立 検　討 実　施 健康増進課、関連各課

家庭における食育の取り組み 検　討 検討と
実施 実　施 健康増進課、幼児対策室、関連各課

食の安全 検　討 実　施 健康増進課、関連各課

障害者（児）ショートステイの充実 検　討 実　施 福祉サービス課
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職 場 訪 問： 幼 児 対 策 室 

広がれ！ 子育ての輪

広報レポーター　三原志保

桝田幼児対策室長（左）と
三原レポーター（右）

　

３
月
に
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。今

回
は
、
そ
の
事
業
推
進
の
中
心
に

な
る
幼
児
対
策
室
を
訪
ね
、
桝
田

幹
夫
室
長
に
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。

子
育
て
支
援
係
を
新
設

三 

原　

４
月
か
ら
新
し
く
、「
子
育

て
支
援
係
」が
誕
生
し
た
と
聞

き
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

桝 

田
室
長　

今
ま
で
も
、保
育
所
・

幼
稚
園
業
務
、
お
母
さ
ん
教
室

な
ど
で
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、今
回
の
計
画（
４

〜
５
頁
参
照
）で
、
国
が
示
し

て
い
る
重
点
項
目
14
事
業
の
う

ち
13
事
業
が
幼
児
対
策
室
の
担

当
で
あ
る
こ
と
、
市
役
所
の
中

で
、
ど
こ
が
中
心
と
な
っ
て
子

育
て
支
援
を
し
て
い
る
の
か
分

か
り
や
す
く
し
て
欲
し
い
と
い

う
声
も
あ
り
、
同
室
に
「
子
育

て
支
援
係
」を
新
設
し
ま
し
た
。

三 

原　

明
確
化
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

桝 

田
室
長　

で
も
、
決
し
て
こ
こ

で
行
う
事
業
だ
け
が
子
育
て
支

援
で
は
な
く
、
社
会
福
祉
課
や

健
康
増
進
課
、
教
育
委
員
会
な

ど
関
係
部
署
が
、
連
携
し
て
支

援
を
進
め
て
い
ま
す
。

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
が
応
援

三 

原　

計
画
の
中
で
は
、
何
を
軸

に
し
て
支
援
を
進
め
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
か
。

桝 

田
室
長　

ま
ず
、
保
育
サ
ポ
ー

タ
ー
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三 

原　

一
般
の
人
に
は
な
じ
み
が

な
い
言
葉
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
内
容
で
す
か
。

桝 

田
室
長　

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

と
は
、
保
育
所
へ
子
ど
も
を
預

け
て
い
て
保
護
者
が
送
り
迎
え

が
で
き
な
い
時
と
か
、
子
ど
も

の
病
気
が
あ
る
程
度
回
復
し
た

が
、
ま
だ
集
団
生
活
が
無
理
な

場
合
に
保
護
者
が
続
け
て
休
め

な
い
時
な
ど
に
手
助
け
を
す
る

人
の
こ
と
で
す
。

　

 　

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
と
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
た
い
人
と
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
い
人
が
、
互
い
に
会
員
と

な
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
両
者

を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
、
地
域
で
助

け
合
っ
て
子
育
て
し
て
い
く
や

り
方
で
す
。た
と
え
ば
、
保
育

サ
ポ
ー
タ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、

放
課
後
に
子
ど
も
を
預
か
っ
た

り
し
ま
す
。た
く
さ
ん
の
人
に

会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

三 

原　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

桝 

田
室
長　

そ
う
で
す
ね
。有
償

に
な
り
ま
す
が
、
保
育
サ
ポ
ー

タ
ー
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

も
近
所
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ん
で
す
。

三 

原　

近
所
で
子
ど
も
を
見
合

い
っ
こ
す
る
仕
組
み
っ
て
い
い

で
す
ね
。子
育
て
が
し
や
す
く

な
れ
ば
、
親
と
し
て
も
う
れ
し

い
で
す
。

桝 

田
室
長　

将
来
は
、
子
育
て
中

の
親
が
ち
ょ
っ
と
息
抜
き
に

と
、
気
軽
に
使
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

親
と
子
が
一
緒
に
集
い
遊
ぶ

三 

原　

と
こ
ろ
で
、
最
近
は
家
庭

に
こ
も
り
、
子
育
て
で
悩
む
親

が
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

私
は
、子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
、

近
所
に
相
談
で
き
る
人
が
い

た
の
で
、
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
・
・
・
。

桝 

田
室
長　

そ
う
で
す
ね
。最
近

は
わ
ず
ら
わ
し
い
人
間
関
係
を

好
ま
な
い
人
、
隣
近
所
の
輪
に

入
っ
て
い
け
な
い
人
が
増
え
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

三 

原　

人
と
の
接
触
の
機
会
が
少

な
い
、
あ
る
い
は
会
話
の
機
会

が
な
い
親
に
対
し
て
、
行
政
で

は
何
か
考
え
て
い
ま
す
か
。

桝 

田
室
長　

は
い
。対
応
と
し
て

は
、
子
育
て
の
拠
点
と
な
る
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
考
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

親
と
子
が
一
緒
に
集
い
遊
ぶ
場

の
提
供
や
育
児
に
関
す
る
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。

三 

原　

子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い

だ
け
で
な
く
、
親
た
ち
の
交
流

の
接
点
も
で
き
る
の
で
す
ね
。

桝 

田
室
長　

そ
う
で
す
。親
子
同

士
の
交
流
が
深
ま
り
共
通
の
話

題
が
弾
む
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。具
体
的
に
は
、
５
月
に

建
て
替
え
ら
れ
た
星
田
保
育
園

で
今
年
中
に
開
設
す
る
予
定
で

す
。

三 

原　

地
域
み
ん
な
で
子
育
て
を

す
る
取
り
組
み
が
、
こ
れ
か
ら

も
広
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
。楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

取
材
を
終
え
て
、子
育
て
に
は
、

市
の
積
極
的
な
情
報
提
供
と
市
民

み
な
さ
ん
の
上
手
な
情
報
利
用
、

そ
し
て
市
民
同
士
の
協
力
が
大
切

で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

特集②　次世代育成支援行動計画
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市政のうごき

　

今
年
の
10
月
１
日
、
全
国
一
斉

に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
人
口
と
世
帯
に

関
す
る
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
調
査
の
調
査
員

と
し
て
８
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬

に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

対　

象　

▽ 

責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂

行
で
き
る
20
歳
以
上
の
人

▽ 

秘
密
の
保
護
に
関
し
て
信
頼
の

お
け
る
人 国勢調査の調査員を募集

申し込み期間は 6月 2日（木）～ 10日（金）

▽ 

税
務
・
警
察
・
選
挙
の
各
業
務

に
直
接
関
係
が
な
い
人

内　

容　

下
表

報 　

酬　

１
調
査
区
（
50
〜
70
世

帯
）
４
万
５
０
０
０
円
程
度
、

2
調
査
区
を
担
当
す
る
場
合
は

8
万
５
０
０
０
円
程
度

募
集
人
数　

約
４
０
０
人

申 

し
込
み　

専
用
の
申
込
書
に

記
入
し
、
顔
写
真
（
ス
ナ
ッ
プ

写
真
可
）
を
つ
け
て
、
6
月
2

日
（
木
）
〜
10
日
（
金
）
午
前
9

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時

〜
4
時
30
分
（
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
）
に
市
役
所
別
館
3
階

小
会
議
室
（
国
勢
調
査
実
施
本

部
）へ
、
本
人
が
直
接
提
出（
簡

単
な
面
接
後
、
受
け
付
け
し
ま

す
）。
申
込
者
が
多
数
の
場
合

は
先
着
順
。

※ 

専
用
の
申
込
書
は
、
市
役
所
本

館
１
階
受
付
・
政
策
調
整
課
・

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
・
星
田

出
張
所
・
倉
治
図
書
館
で
配
布

国勢調査員の従事内容
と　き 内　容

8 月下旬～ 9月上旬 調査員説明会（2時間程度）

9月 20日～ 22日 調査地域の確認、パンフレットの配布

9月 23日～ 10月 10日 調査票の配布と取り集め

10月中旬 調査票の検査、関係書類の作成と提出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city. 

katano.osaka.jp/

）か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。（
提
出
さ
れ
た
申
込
書
は

返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
）

問 

い
合
わ
せ　

政
策
調
整
課
（
国

勢
調
査
交
野
市
実
施
本
部　

℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）

　

最
近
、
第
三
者
が
本
人
の
知
ら

な
い
間
に
転
入
、
転
出
お
よ
び
転

居
な
ど
の
届
出
を
行
い
、
住
民
基

本
台
帳
に
事
実
で
な
い
記
載
が
な

転入・転出・転居などの
届出に本人確認
～6月1日（水）から～

さ
れ
る
な
ど
の
虚
偽
届
出
事
件
が

全
国
的
に
発
生
し
、
社
会
問
題
化

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
虚
偽
の
届

出
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
６

月
１
日
（
水
）か
ら
転
入
、
転
出
お

よ
び
転
居
な
ど
の
届
出
の
際
に
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
証

明
書
類（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・

運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
健

康
保
険
証
な
ど
）を
提
示
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。証

明
書
類
な
ど
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

市
民
課
（
℡  
８
９ 

２
・
０
１
２
１
）か
、
星
田
出
張

所（
℡  
８
９
１
・
２
０
３
１
）

住民基本台帳カード
身分証明書として利用できます

　住民基本台帳カードは、市民課と
星田出張所で発行しています。カー
ドには写真つきと写真なしの２種類
がありますが、写真つきのものは運
転免許証などと同様に、公的な身分
証明書として利用できます。
問 い合わせ　市民課（℡  892・0121）
か、星田出張所（℡  891・2031）
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市
で
は
、
障
害
者（
児
）の
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策

を
盛
り
込
ん
だ
新
た
な
10
か
年
計

画
「
交
野
市
第
２
次
障
害
者
（
児
）

福
祉
長
期
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
改
正

や
支
援
費
制
度
の
開
始
な
ど
で
、

障
害
者
福
祉
を
取
り
巻
く
社
会
情

～地域の中で障害者（児）の自立した生活を実現する～

第 2 次障害者（児）福祉長期計画を策定

勢
が
大
き
く
変
化
し
た
た
め
、
第

1
次
計
画
（
８
年
度
〜
17
年
度
）

の
期
間
を
１
年
早
め
た
も
の
で

す
。

　

計
画
で
は
、
障
害
者
の
「
完
全

参
加
」
と
「
平
等
」
を
基
本
に
、
障

害
者
施
策
の
根
幹
で
あ
る
「
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
地
域
に
お

計画の目標量
サービス種別 15年度（実績） 21 年度（目標）

ホームヘルプサービス 7,874 時間／年 21,046 時間／年
ガイドヘルプサービス 9,852.5 時間／年 26,354 時間／年
ショートステイ 1,407 日／年 1,896 日／年
デイサービス 12人／日 23人／日
身体障害者グループホーム 0人 5人
知的障害者グループホーム ５人 36人
身体障害者・知的障害者通所施設
（更生・授産）

56人 103 人

精神障害者ホームヘルプサービス 2,170 時間／年 8,374 時間／年
精神障害者ショートステイ 31日／年 119日／年
精神障害者グループホーム 19人 28人
精神障害者通所授産施設（作業所） 19人 37人

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　

障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々
が
同

じ
社
会
の
構
成
員
と
し
て
平

等
に
自
立
し
た
生
活
や
社
会

活
動
を
行
っ
て
い
け
る
社
会

が
、「
普
通
の
」「
あ
た
り
ま
え

の
」
社
会
で
あ
り
、
そ
の
た

め
の
条
件
整
備
を
促
進
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

基
本
的
人
権
の
視
点
か

ら
、
単
に
障
害
者
の
機
能
回

復
活
動
の
み
な
ら
ず
、保
健
・

医
療
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
な

ど
多
方
面
か
ら
総
合
的
な
支

援
を
行
い
、
障
害
者
が
障
害

の
な
い
人
と
同
等
な
権
利
の

回
復
を
め
ざ
す
と
い
う
考
え

方

い
て
実
現
す
る
た
め
、
基
本
理
念

に「
地
域
の
中
で
障
害
者（
児
）の

自
立
し
た
生
活
を
実
現
す
る
」
を

掲
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
計
画
の
全
文
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
. 

city.katano.osaka.jp/

）
か
、

市
役
所
本
館
２
階
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

計 

画
期
間　

17
年
度
〜
26
年
度
の

10
年
間

重 

点
施
策　

上
表

計
画
の
目
標
量　

左
表

問 

い
合
わ
せ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

（
℡
８
９
３
・
６
４
０
０　

℻

８
９
１
・
６
２
４
１
）

　重点施策

　日々の暮らしへの支援

　①福祉サービスの充実（日常生活用具の給付や貸与など）
　②支援費制度の充実（ホームヘルプサービスの充実など）
　③精神保健福祉の充実（精神障害者に対する保健・医療の充実など）

 　多彩な支援による社会参加の促進

　④ 保健・医療・リハビリテーションの充実（年代に応じた保健・医
療サービスなど）

　⑤育成・教育の充実（就学前障害児の保育など）
　⑥雇用・就労・社会参加の推進（就労の場を拡充・推進など）

　暮らしやすい福祉のまちづくり

　⑦障害者保健・福祉ネットワークの拡充（ 相談支援体制の充実など）
　⑧地域福祉の推進（福祉の担い手となる人材育成など）
　⑨バリアフリーの推進（住みやすい住宅の整備など）
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個人情報保護制度の運用状況
開示請求の状況

請求件数 3件

利用人数 3人

文書件数 11件

開示決定の状況

全部開示 1件

部分開示 1件

不存在 1件

取り下げ 0件

開示請求の内容

住民基本台帳関係 2件

印鑑登録関係 2件

所得証明関係 1件

個人情報取り扱い事務

収集開始・変更の届け出 4件

目的外利用の届け出 17件

外部提供の届け出 3件
※ 開示決定に対する不服申し立て、
出資法人での請求などはありませ
んでした。

情報公開制度・個人情報保護制度
16 年度の運用状況

　

市
が
管
理
し
て
い
る
公
文
書
の

開
示
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障
す

る「
情
報
公
開
制
度
」と
個
人
情
報

の
開
示
・
訂
正
・
削
除
な
ど
の
権
利

を
保
障
す
る
「
個
人
情
報
保
護
制

度
」の
16
年
度
の
運
用
状
況
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
交
野
市
土
地
開
発
公
社

や
㈶
交
野
市
体
育
文
化
協
会
な

ど
、
市
の
１
０
０
％
出
資
法
人
で

も
、
同
様
の
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。（
16
年
度
の
請
求
は
な
し
）

　

な
お
、
制
度
の
詳
細
や
開
示

請
求
の
内
容
な
ど
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.city. 

ka
tano.osaka.jp/kakka/

soum
u/

）で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

総
務
課
（
℡  
８
９ 

２
・
０
１
２
１
）

情報公開制度の運用状況
開示請求の状況

市内在住者 4件

市外在住者 7件

利用人数 9人

文書件数 42件

開示決定の状況

全部開示 9件

部分開示 1件

非開示 0件

不存在 1件

取り下げ 0件

開示請求の内容

保険契約関係 1件

契約関係 4件

会議録関係 1件

地番関係 1件

教育関係 2件

課税台帳関係 1件

住民基本台帳関係 1件
※ 開示決定に対する不服申し立て、
出資法人での請求などはありませ
んでした。

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
と

会
議
の
傍
聴
制
度

﹇
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
﹈

　

情
報
公
開
制
度
や
個
人
情
報
保

護
制
度
の
請
求
受
け
付
け
、
市
の

各
種
行
政
情
報
の
閲
覧
な
ど
が
で

き
ま
す
。

設
置
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

利 

用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
15
分

﹇
会
議
の
傍
聴
﹈

　

傍
聴
で
き
る
会
議
は
、
市
役
所

本
館
１
階
ロ
ビ
ー
と
２
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示
し
て
い
ま

す
。

市役所本館 2階情報公開コーナー
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災害には日ごろの備えが大切
～台風・風水害～

台
風
・
風
水
害
を
知
る

　

住
ん
で
い
る
地
域
の
気
象
情
報

を
知
る
こ
と
は
、
風
水
害
対
策
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。近
年
、

季
節
外
れ
の
台
風
や
集
中
豪
雨

に
よ
る
被
害
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。季
節
に
関
係
な
く
、
気
象
情

報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
風
の
強
さ
と
想
定
さ
れ
る
被
害

②
雨
の
強
さ
と
想
定
さ
れ
る
被
害

※ 

い
ず
れ
も
下
表
（
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋
）を
参
照
。

台
風
・
風
水
害
に
備
え
る

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
、
台
風
な
ど
大

雨
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。も
し
も

の
と
き
に
被
害
を
最
小
限
に
す

る
た
め
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

①
普
段
か
ら
家
屋
の
点
検
と
補
強

　

 

風
や
雨
が
強
く
な
っ
て
か
ら
、

屋
外
の
補
強
は
危
険
で
す
。普

段
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ

う
。

▽ 

屋
根　

瓦
や
ト
タ
ン
の
チ
ェ
ッ

ク
、ア
ン
テ
ナ
の
固
定

▽ 

窓
ガ
ラ
ス　

台
風
接
近
時
は
雨

戸
を
閉
め
た
り
、
ガ
ム
テ
ー
プ

で
補
強

▽ 

雨
ど
い　

継
ぎ
目
の
確
認
、
落

ち
葉
や
土
砂
の
除
去

▽ 

屋
外
の
設
置
物　

飛
ば
さ
れ
そ

う
な
も
の
は
固
定
か
、屋
内
へ

②
避
難
場
所
と
避
難
経
路
の
確
認

　

 

い
ざ
と
い
う
と
き
速
や
か
に
行

動
す
る
た
め
に
、あ
ら
か
じ
め
、

最
寄
り
の
避
難
場
所
と
そ
こ
ま

で
の
安
全
な
ル
ー
ト
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

③
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意

　

 

避
難
時
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途

絶
に
備
え
、
当
面
の
生
活
に
必

要
な
も
の
を
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ

て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

飲
料
水
・
非
常
食
・
懐
中
電
灯
・

携
帯
ラ
ジ
オ
・
救
急
薬
品
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
な
ど

 

台
風
・
風
水
害
か
ら
身
を
守
る

①
最
新
の
気
象
情
報
を
入
手

　

 

状
況
は
刻
々
と
変
化
す
る
の

で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
の

注
意
報
や
警
報
に
気
を
配
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

② 

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
傷
病
者
な

ど
は
危
険
が
迫
る
前
に
避
難

　

 

浸
水
の
ス
ピ
ー
ド
は
非
常
に
早

く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
避
難
が

困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

避
難
勧
告
や
指
示
が
出
て
か
ら

で
は
、
避
難
行
動
が
間
に
合
わ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。少
し

で
も
異
常
を
感
じ
た
ら
、
隣
近

所
で
声
を
掛
け
あ
い
、
お
年
寄

り
や
子
ど
も
な
ど
を
早
め
に
避

難
所
へ
誘
導
し
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
す
る
と
き
は

▽
動
き
や
す
く
安
全
な
服
装

▽ 

お
年
寄
り
・
子
ど
も
・
傷
病
者
の

安
全
確
保

▽
２
人
以
上
で
避
難

▽
足
元
に
注
意

▽
深
さ
に
注
意

問 

い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
（
℡

８
９
２
・
０
１
２
１
）

風の強さと想定される被害
平均風速（m/秒） 予報用語 人への影響と災害発生状況
10m以上

～15m未満 やや強い風
風に向かって歩きにくい。傘がさせない。取り付けの
不完全な看板やトタン板が飛ぶ。

15m以上
～20m未満 強い風

風に向かって歩けない。転倒する人がでる。ビニール
ハウスが壊れ始める。

20m以上
～25m未満 非常に強い風

（暴風）

しっかりと身体を確保していないと転倒する。シャッ
ターが壊れ始める。

25m以上
～30m未満

立っていられない。屋外での行動は危険。ブロック塀
が壊れ、取り付け不完全な屋外外装材がはがれ飛ぶ。

30m以上 猛烈な風 屋根が飛ばされたり、木造住宅の全壊が始まる。

雨の強さと想定される被害
1時間の雨量 予報用語 人への影響と災害発生状況

10mm以上
～20mm未満 やや強い雨

地面から跳ね返りで足下が濡れる。長く降るときは注
意。

20mm以上
～30mm未満 強い雨

傘をさしていても濡れる。側溝や小さな川があふれ、
小規模のがけ崩れが発生。

30mm以上
～50mm未満 激しい雨

道路が川のようになる。山・崖くずれが起きやすく、危
険地帯では避難の準備が必要。

50mm以上
～80mm未満 非常に激しい雨

傘が役に立たない。地下室や地下街に雨水が流れ込む。
マンホールから水が噴出。土石流の恐れあり。

80mm以上 猛烈な雨 雨による大規模な災害が発生する恐れが強く、厳重な
警戒が必要。

冠水した道路の様子（15年 5月）
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市政のうごき

　

6
月
1
日（
水
）〜
30
日（
木
）は

土
砂
災
害
防
止
月
間
、
6
月
1
日

（
水
）〜
7
日（
火
）は
が
け
崩
れ
防

止
週
間
で
す
。

　

近
年
、
異
常
な
集
中
豪
雨
で
、

土
石
流
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂

災
害
が
発
生
し
、人
命
・
家
屋
な
ど

に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
ま
た
、
土
砂
災
害
の
起

こ
り
や
す
い
長
雨
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。土
砂
災
害
に
対
す
る
備

え
や
、
避
難
場
所
な
ど
を
こ
の
機

会
に
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ　

市
道
路
河
川
課

（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）か
、

府
ダ
ム
砂
防
課（
℡  
06
・
６
９
４ 

１
・
０
３
５
１
）

土
砂
災
害
の
種
類

①
土
石
流

　

 

急
な
渓
谷
を
、
水
を
含
ん
だ
大

量
の
土
砂
・
礫れ
き
が
津
波
の
よ
う

に
流
れ
下
り
ま
す
。流
れ
の
先

端
部
に
大
き
な
礫
が
あ
る
こ
と

が
多
く
、
流
れ
は
時
速
20
〜
40

㌔
㍍
と
速
く
、
一
瞬
の
う
ち
に

人
家
や
田
畑
を
破
壊
し
ま
す
。

②
が
け
崩
れ

　

 

雨
で
地
面
に
し
み
こ
ん
だ
水
分

が
土
の
抵
抗
力
を
弱
め
、
斜
面

が
急
に
崩
れ
落
ち
ま
す
。そ
の

ス
ピ
ー
ド
は
速
く
、
人
家
の
近

く
で
起
こ
る
と
、
死
者
が
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
地
す
べ
り

　

 

粘
土
質
な
ど
、
す
べ
り
や
す

い
土
質
を
境
目
に
、
そ
の
上
部

の
地
面
が
動
き
出
し
て
ゆ
っ

く
り
す
べ
り
落
ち
ま
す
。が
け

崩
れ
に
似
て
い
ま
す
が
、
傾
斜

の
ゆ
る
い
斜
面
で
も
発
生
し
、

ゆ
っ
く
り
と
継
続
的
に
す
べ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

発
生
規
模
も
広
範
囲
に
わ
た

り
ま
す
。

大
雨
の
と
き
に
は

　

大
雨
の
と
き
は
、
自
主
的
に
早

め
に
避
難
す
る
な
ど
土
砂
災
害
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 
気
象
台
が
発
表
す
る
雨
に
関
す

る
基
準

▽
大
雨
注
意
報

　

 

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た

し
て
、
被
害
が
予
想
さ
れ
る
際

に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

 

＝
１
時
間
雨
量
が
20
㍉
を
超

え
、
総
雨
量
が
50
㍉
を
超
え
る

場
合

　

 

＝
３
時
間
雨
量
が
40
㍉
を
超
え

る
場
合

　

 

＝
24
時
間
雨
量
が
平
地
で
70

㍉
、
山
地
で
１
０
０
㍉
を
超
え

る
場
合

▽
大
雨
警
報

　

 

次
の
い
ず
れ
か
に
条
件
を
満
た

し
て
、
重
大
な
被
害
が
予
想
さ

れ
る
際
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

 

＝
１
時
間
雨
量
が
40
㍉
を
超

え
、
総
雨
量
が
１
０
０
㍉
を
超

え
る
場
合

　

 

＝
３
時
間
雨
量
が
70
㍉
を
超
え

る
場
合

　

 

＝
24
時
間
雨
量
が
平
地
で

１
５
０
㍉
、
山
地
で
２
０
０
㍉

を
超
え
る
場
合

② 

次
の
現
象
に
気
づ
い
た
ら
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う

みんなで防ごう土砂災害
～土砂災害防止月間～

　市では、土砂災害から人命を守るため、
土砂災害情報を電話またはファクスでお知
らせする装置を設置しました。
　電話自動応答に答えることで雨量情報や
注意報・警報状況などを確認することがで
きます。

土砂災害情報相互通報システム

℡  810・7501

問 い合わせ　防災安全課・道路河川課
（℡  892・0121）

土砂災害情報相互通報システム

▽ 

が
け
が
崩
れ
出
し
た
り
、
落
石

が
あ
っ
た

▽ 

が
け
や
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で

き
た

▽ 

流
れ
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
木

が
混
ざ
り
は
じ
め
た

▽ 

が
け
か
ら
水
が
急
に
湧
き
出
し

て
き
た

▽ 

木
の
裂
け
る
音
や
石
の
流
れ
落

ち
る
音
が
す
る

▽ 

降
雨
が
続
い
て
い
る
の
に
渓
流

の
水
位
が
減
り
だ
し
た

▽ 

石
垣
や
擁
壁
に
亀
裂
や
ず
れ
が

生
じ
た

▽ 

地
面
が
急
に
盛
り
上
が
っ
た

り
、陥
没
し
た
り
し
た 



　 電話番号案内
市役所 ℡892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　会計室、商工観光課、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局、幼児対策室

℡892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　廃棄物対策課、環境保全課、
　都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡892・0121

星田出張所 ℡891・2031
ゆうゆうセンター ℡893・6400
　 社会福祉課、福祉サービス課、
　介護保険課、社会福祉協議会 ℡893・6400

　健康増進課 ℡893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡892・3077
ボランティアセンター ℡894・3737
環境事業所（ごみ） ℡892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡891・5374
乙辺浄化センター（し尿） ℡892・2472
リサイクルセンター ℡893・8651
青年の家 ℡892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡892・7721

　 教育総務課、保健給食課 ℡810・0530
　学務課、指導課、人権教育指導室 ℡810・0522
星の里いわふね ℡893・3131
星田西体育施設 ℡893・7721
第 1児童センター ℡893・1144
いきいきランド交野 ℡894・1181
倉治図書館 ℡891・1825
教育文化会館 ℡810・6667
文化財事業団 ℡893・8111
いきものふれあいセンター ℡893・6520
消防本部・署 ℡892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡892・0119
水道局 ℡891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡891・0016

水道サービス株式会社 ℡894・0105
シルバー人材センター ℡893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

　

 

交
野
市
子
ど
も
プ
ラ
ン

　

２
０
０
５
開
催
！

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
自
然
や

人
々
、
仕
事
な
ど
と
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て

い
く
「
交
野
市
子
ど
も
プ
ラ
ン
」

を
行
い
ま
す
。

内 　

容　

交
野
ま
つ
り
参
加
、
自

然
体
験
キ
ャ
ン
プ
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
体
験
な
ど

期 　

間　

６
月
〜
18
年
３
月
の
間

に
８
回
程
度

※ 

活
動
内
容
は
締
め
切
り
後
、
参

加
者
に
通
知
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
※ 

事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
高
校
生
以
上
の
人
も

募
集
し
ま
す
。

定　

員　

60
人

※ 

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。

参 
加
費　

６
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ

傷
害
保
険
代
な
ど
）

※ 

活
動
に
よ
っ
て
は
、
食
事
代
、

旅
費
、
材
料
代
な
ど
を
実
費
徴

収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

１
日
（
水
）
〜
６
月
７
日
（
火
）

（
月
曜
日
を
除
く
）
に
、
参
加
費

を
添
え
て
青
少
年
育
成
課

プラネタリウム新番組
～鉄腕アトム～

　星の里いわふねプラネタリウムで
は、6月 10 日（金）から新番組「鉄
腕アトム　月面基地・消えたロボッ
トの謎」を投影します。
　「鉄腕アトム」は、月面基地で事件
が多発しているため、お茶の水博士
と月へ調査に行き、無事に事件を解
決するまでの物語を聞きながら旅を
続けるストーリーです。
※ 月・水曜日の 10時投影分は幼児
向け番組です。
［休館のお知らせ］
※ 番組入れ替えのため6月3日（金）
～ 9日（木）まで休館させていた
だきます。

問い合わせ　 星の里いわふね

アウトドア
　 子どもプラン 2005
　 樹木観察ハイキング
　 里山体験

文　化
　 近世古文書読解講座
　 歴史民俗資料展示室の休室

   プラネタリウム新番組
   交野まつり各種募集

17.06.01 (12)
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第22回交野まつり各種募集

　

新
緑
の
樹
木
観
察

　

ハ
イ
キ
ン
グ

と 　

き　

７
月
３
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
決
行

と 

こ
ろ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
周
辺

集 　

合　

午
前
９
時
、
機
物
神
社

鳥
居
下

内 　

容　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま

で
の
山
道
を
樹
木
観
察
し
な
が

ら
歩
き
、
周
辺
の
木
々
に
名
札

を
付
け
る

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

雨
具
・
弁
当
・
お
茶
・

筆
記
用
具
、あ
れ
ば
樹
木
図
鑑

※ 

歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

講 　

師　

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー　

渡
辺
晋
一
郎
さ
ん

主 　

催　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

申 

し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー

　

里
山
体
験

　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
で
、

間
伐
な
ど
の
作
業
や
里
山
管
理
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

６
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

※
雨
天
決
行

集 　

合　

午
前
９
時
、
い
き
も
の

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

参 

加
資
格　

18
歳
以
上
で
里
山
に

関
心
の
あ
る
人

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

雨
具
（
ビ
ニ
ー
ル
製
の

雨
ガ
ッ
パ
）・
弁
当
・
お
茶

服 　

装　

作
業
服
・
帽
子
・
靴（
で

き
れ
ば
底
の
厚
い
も
の
）

主 　

催　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

指　

導　

交
野
里
山
ゆ
う
ゆ
う
会

申 

し
込
み　

６
月
１
日
（
水
）
か

ら
電
話
で
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー

文　
化

と　き　8月 6日（土）・7日（日）
ところ　私部公園グラウンド
※ 詳細・申し込み方法などはホームページをご覧
ください。

　url:http://www.geocities.jp/katanomatsuri/
問 い合わせ　〒 576－ 0066　青山 3－ 15－ 2
　交野まつり実行委員会事務局
　（℡   891・4444　℻   893・0777
　e-mail:katanomatsuri@yahoo.co.jp）

　

近
世
古
文
書
読
解
講
座

と
き
・
と
こ
ろ

▽
Ａ
コ
ー
ス

　

学
び
の
館

　

 

６
月
19
日
（
日
）・
26
日

（
日
）・
７
月
３
日
（
日
）・
10

日（
日
）

▽
Ｂ
コ
ー
ス

　

青
年
の
家
２
０
６
号
室

　

 

６
月
21
日
（
火
）・
28
日

（
火
）・
７
月
５
日
（
火
）・
12

日（
火
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

定　

員　

各
先
着
25
人

参
加
費　

５
０
０
円

講　

師　

市
文
化
財
事
業
団
職
員

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

文
化

財
事
業
団

※ 

申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
６
月

17
日（
金
）ま
で
に
、
同
事
業
団

事
務
所
で
教
材
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

歴
史
民
俗
資
料

　

展
示
室
の
臨
時
休
室

　

展
示
物
入
れ
替
え
の
た
め
、
６

月
29
日
（
水
）
〜
７
月
19
日
（
火
）

の
間
、
歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
を

休
室
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

フリーマーケット
内　容　家庭内不用品や手づくり品の販売
対　象　市内在住・在勤の人

模　　　擬　　　店
対 　象　市内在住・在勤の人が所属し、両日とも
出店できる団体

企　業　ブ　ー　ス
内　容　企業PR・実演・チラシ配布など
※来場者に粗品などの提供をお願いします。

市民ステージ出演者
と　き　8月 6日（土）午後 2時～ 4時
出演時間　約 20分
対　象　市内で活動している団体・グループ

運営ボランティア
と　き　両日とも午後 1時～ 9時
内　容　子どもイベントの運営・警備など
対　象　市内在住・在勤・在学の人
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文　
化

　

夏
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

Ａ「
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

（
３
時
間
×
４
日
）

と 　

き　

６
月
28
日
（
火
）
〜
７

月
１
日（
金
）

① 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

Ｂ「
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
教
室
」

（
３
時
間
×
４
日
）

と 　

き　

７
月
５
日
（
火
）
〜
８

日（
金
）

① 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
② 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

Ｃ「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
活
用
教
室
」

（
３
時
間
×
４
日
）

と 　

き　

７
月
12
日
（
火
）
〜
７

月
15
日（
金
）

① 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
２
階　

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
研
修
室

対 　

象　

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
の
人
で
、
４
日
間
と

も
参
加
で
き
る
人

定 　

員　

各
コ
ー
ス
20
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　

８
０
０
０
円

持 

ち
物　

各
コ
ー
ス
と
も
筆
記
用

具
、
暑
中
見
舞
い
は
が
き
・
カ

ー
ド（
印
刷
可
能
な
も
の
）

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
希
望

コ
ー
ス
（
１
つ
）・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

を
記
入
し
、６
月
７
日（
火
）〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

交
野
市
私
部

２

－

29

－

１　

交
野
市
体
育

文
化
協
会
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

係
※ 

同
一
コ
ー
ス
の
複
数
応
募
は
で

き
ま
せ
ん
。

問 

い
合
わ
せ　

同
係
（
℡  
８
９ 

２
・
７
７
２
１
）

青少年コーナー
「孤立する子どもたち」

　

交
野
が
原
賞
作
品
募
集

　

児
童
・
生
徒
の
詩
を
対
象
と
し

た
「
交
野
が
原
賞
」
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対 　

象　

小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生

募 

集
内
容　

自
由
で
一
人
３
編
以

内
、
未
発
表
で
自
作
に
限
り
ま

す
。
原
稿
用
紙
を
使
用
。
末
尾

　

学
校
や
青
少
年
育
成
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
、
そ
の
地
域
に
あ
る
団
体

や
個
人
が
構
成
員
と
な
り
、
学
校･

家
庭･

地
域
間
の
課
題
を
話
し
あ
う

「
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
（
地
域

教
育
協
議
会
）」
を
推
進
す

る
「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
の
集
ま
り
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
「
ど
う
す
る
？
地
域
で

の
つ
な
が
り
」
で
基
調
講

演
し
た
園
田
学
院
女
子
大

学
の
野
口
克
海
教
授
は
、

神
戸
で
の
酒
鬼
薔
薇
事

件
、
長
崎
で
幼
児
を
殺
害

し
た
中
学
生
の
事
件
、
奈

良
で
の
小
学
１
年
生
女
子

殺
害
事
件
な
ど
、
子
ど
も
を
標
的
に

し
た
事
件
そ
れ
ぞ
れ
の
加
害
者
に

「
孤
立
」、
孤
独
な
姿
が
見
ら
れ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
件
を
再
び

起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
子
ど
も
に

ブ
ザ
ー
を
持
た
せ
る
と
か
、
学
校
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
付
け
る
、
警
備
員
を

配
置
す
る
だ
け
で
な
く
、

あ
の
よ
う
な
犯
人
を
作
ら

な
い
地
域
の
子
育
て
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
指
導
員
会
で
も
、

孤
立
す
る
人
間
を
作
ら
な

い
よ
う
地
域
に
あ
る
い
ろ

い
ろ
な
団
体
や
子
ど
も
、

大
人
が
縦
横
に
手
を
つ
な

げ
、
協
力
し
あ
っ
て
子
ど

も
た
ち
を
守
っ
て
い
く
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

　

６
月
23
日
（
木
）
〜
29
日
（
水
）

は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。こ

の
機
会
に
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て

語
り
あ
い
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

６
月
27
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
別
館

内 　

容　

Ｄ
Ｖ
学
習
と
フ
リ
ー
ト

ー
ク

定　

員　

25
人

主 　

催　

か
た
の
男
女
共
同
参
画

の
会

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

文　化
　 夏のパソコン教室
　 交野が原賞作品募集

教　育
　 まなびングサポーター募集
 　教科書展示会
　 フリー指導員登録者募集

福　祉
 　愛の献血

  青少年コーナー
  ひとりで悩まないで
  しない　させない　就職差別
  なくそう！職場のいじめと
  セクシュアルハラスメント
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に
学
校
名
、学
年
、住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）
を
記
入
し
た
も

の
※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

主　

催　

交
野
詩
話
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７

月
20
日
（
水
）
ま
で
に　

〒

５
７
６

－

０
０
５
２　

交
野

市
私
部
２

－

29

－

１ 
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
「
交
野
が
原

賞
」作
品
係教　

育

　

17
年
度
教
科
書
展
示
会

　

小
・
中
学
校
の
教
科
書
を
次
の

と
お
り
展
示
し
ま
す
。

と 　

き　

６
月
17
日
（
金
）
〜
７

月
６
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

と 

こ
ろ　

市
教
育
セ
ン
タ
ー
（
長

宝
寺
小
学
校
内
）

内 　

容　

学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
編
集
さ
れ
た
教
科
書
を
展
示

問
い
合
わ
せ　

指
導
課

　

フ
リ
ー
指
導
員

　

登
録
者
を
募
集

　

放
課
後
児
童
会
の
指
導
員
補
助

と
し
て
勤
務
す
る
フ
リ
ー
指
導
員

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

応 

募
資
格　

市
内
在
住
で
60
歳
ま

で
の
子
ど
も
好
き
な
人

勤 

務
内
容　

子
ど
も
の
安
全
確

　

 

ま
な
び
ン
グ

　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

ま
な
び
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー
と

は
、「
勉
強
が
も
っ
と
わ
か
り
た

い
」「
楽
し
く
学
び
た
い
」
と
い
う

子
ど
も
た
ち
の
願
い
に
応
え
る
た

め
、
大
学
生
に
学
習
支
援
活
動
を

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

活
動
内
容

▽ 

教
科
学
習
の
指
導
補
助
（
授
業

補
助
、個
別
指
導
補
助
、実
験
実

習
補
助
、実
技
指
導
補
助
な
ど
）

▽ 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
体
験

活
動
の
指
導
補
助

▽ 

パ
ソ
コ
ン
の
指
導
補
助
、
図
書

館
教
育
指
導
補
助
、
英
会
話
・

英
語
活
動
の
指
導
補
助
な
ど

▽
学
級
活
動
・
学
年
活
動
の
補
助

▽ 

行
事
の
補
助
（
校
外
活
動
、
体

育
的
行
事
、学
芸
的
行
事
な
ど
）

▽ 

休
み
時
間
や
放
課
後
の
活
動

（
学
習
相
談
、
子
ど
も
と
の
遊

び
な
ど
）

問
い
合
わ
せ　

指
導
課 

保
、
遊
び
の
指
導
、
お
や
つ
の

準
備
な
ど

時
間
給　

８
４
０
円

勤 

務
日　

月
〜
金
曜
日
の
間
で
、

青
少
年
育
成
課
が
指
定
す
る
日

※ 

勤
務
が
不
規
則
な
た
め
、
定
額

収
入
は
保
証
で
き
ま
せ
ん
。

申 

し
込
み　

６
月
10
日
（
金
）
ま

で
に
履
歴
書
を
持
参
し
て
青
少

年
育
成
課

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

福　
祉

しない させない 就職差別

　就職の面接で、家族の出身地や職業、思想・信
条などについて質問することは、本人に責任のな
い事項や本来自由であるべき事項で応募者を判断
することになり、就職差別につながるおそれがあ
ります。
　府では、6月を「就職差別撤廃月間」と定め、
啓発に取り組んでいます。みなさんのご理解をお
願いします。
［就職差別 110 番］
　電話やｅメールで、採用面接時などの差別につ
いての相談や、関係機関の紹介をします。

▽ 電話番号　06・6944・8230（6月 22日（水）
～ 24日（金）午前 10時～午後 6時）

▽  ｅメール　koyosuishin-g03@sbox.pref.osaka.jp
（6月中随時）
問 い合わせ　府商工労働部雇用推進室（℡   06・
6941・0351）

なくそう！職場のいじめと
セクシュアルハラスメント

　職場でのいじめやセクシュアルハラスメントが起
こらない職場づくりを支援します。

集　中　相　談　会
と　き　6月13日（月）～17日（金）午後1時～7時
内　容　 職員、一般労働相談員による相談と、弁護

士による相談（要予約）
相談基本ゼミナール（要予約）

と　き　6月13日（月）午後1時30分～3時30分
対　象　府内事業所の相談窓口担当者など
定　員　先着 20人

相談応用ゼミナール（要予約）
と　き　6月 17日（金）午後 2時～ 4時 30分
対　象　府内事業所の相談窓口担当者、労務担当者など
定　員　先着 20人
と ころ　大阪府総合労働事務所（大阪市中央区石町 2
－ 5－ 3　エル・おおさか南館 3階）

申 し込み・問い合わせ　同事務所（℡   06・6946・
2600　℻   06・6946・2635）

　

愛
の
献
血

　

交
野
市
献
血
推
進
協
議
会
は
、

次
の
と
お
り
献
血
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と 　

き　

６
月
17
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館

※ 

本
人
確
認
の
た
め
身
分
を
証
明

す
る
も
の（
免
許
証
・
保
険
証
・

学
生
証
な
ど
）
の
提
示
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
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福　
祉

国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験

［第１次試験］
と　き　9月 4日（日）
と ころ　大阪市・京都市・福知山市・神戸市・
奈良市・和歌山市・田辺市

内　容　教養試験・適性試験・作文試験
［第２次試験］
と 　き　10月 13日（木）～ 10月 20日（木）の
指定する日

ところ　第１次試験合格通知書で通知
内　容　人物試験・身体検査
受 験資格　昭和 60 年 4 月 2 日～昭和 63 年 4
月 1日生まれの人

申 し込み　下記問い合わせ先で配布している申
込書に必要事項を記入し、６月 21 日（火）～
28日（火）〈消印有効〉に〒 553 － 8513　大
阪市福島区福島 1－ 1 － 60　人事院近畿事
務局

問 い合わせ　同事務局（℡ 06・4796・2191）、
大 阪 国 税 局 人 事 第 二 課（ ℡ 06・6941・
5331）、枚方税務署総務課（℡ 844・9521）

　

 

母
子
家
庭
の
就
業

　

支
援
講
習
会

﹇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養

成
講
座
」

通
信
コ
ー
ス
①

と　

き　

８
月
６
日（
土
）〜

と 

こ
ろ　

京
阪
介
護
福
祉
学
院

（
枚
方
市
新
町
１

－

３

－

17
）

受 

講
料　

２
万
円　

テ
キ
ス
ト
代

６
０
０
０
円

通
信
コ
ー
ス
②

と　

き　

10
月（
予
定
）

と 

こ
ろ　

聖
徳
園
（
枚
方
市
香
里

ヶ
丘
４

－

17

－

１
）

　

福
祉
有
償
運
送
の

　

許
可
申
請

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
会
福
祉
法

人
、
医
療
法
人
な
ど
公
益
法
人
を

含
む
非
営
利
法
人
が
、
あ
ら
か
じ

め
登
録
し
た
障
害
者
や
高
齢
者
を

対
象
に
有
償
（
ガ
ソ
リ
ン
代
や
謝

礼
の
名
目
で
料
金
の
設
定
を
し
て

い
る
場
合
も
含
む
）
の
移
送
サ
ー

ビ
ス
（
福
祉
有
償
運
送
）
を
実
施

す
る
に
は
、
道
路
運
送
法
に
よ
る

許
可
申
請
が
必
要
で
す
。た
だ
し
、

個
人
や
営
利
法
人
（
株
式
会
社
、

有
限
会
社
な
ど
）
は
申
請
で
き
ま

せ
ん
。

　

申
請
手
続
き
や
許
可
の
条
件
な

ど
の
詳
細
は
、
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.pref.osaka

.jp/fukushiseisaku/yuso/)
か
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

　

 

幼
稚
園
就
園
奨
励
費

　

補
助
金

　

市
で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
充
実

と
普
及
を
図
る
た
め
、
保
育
料
な

ど
を
減
免
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

申
請
書
は
、
公
・
私
立
各
幼
稚

園
で
す
で
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

市
外
の
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

て
、
申
請
書
を
も
ら
っ
て
い
な
い

人
は
、
幼
児
対
策
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

７
月
４
日（
月
）

提
出
先　

各
幼
稚
園

問
い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室

受 

講
料　

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

24
日
（
金
）
ま
で
に
社
会
福
祉

課

補助犬の貸与者を募集
　府では、身体障害者の日常生活をサポートする補助
犬（盲導犬・介助犬、聴導犬）の
貸与希望者を次のとおり募集し
ます。
募 集期間　6月 1日（水）～ 6月
30日（木）

応 募資格　府内（大阪市を除く）
に1年以上居住している満18
歳以上で、社会参加への意欲を
持ち、補助犬を必要としている
人（視覚障害 1級などの要件
あり）

※ 貸与予定数は３頭です。選考審査会で貸与候補者を
決定します。

申 し込み　市福祉サービス課で配布する申請書に必要
事項を記入し、募集期間内に郵送で、〒 540－ 8570
大阪府障害保健福祉室計画推進課社会参加支援グル
ープ

問 い合わせ　同グループ（℡ 06・6941・0351　℻
06・6942・7215）

福　祉
　 福祉有償運送の許可申請
　 母子家庭の就業支援講習会
　 幼稚園就園奨励費補助金
　 乳幼児医療医療証の更新

保険・年金
　 事業主のみなさんへ

  補助犬の貸与者を募集
  国家公務員採用Ⅲ種試験
  国民健康保険料の納付
  市府民税の納期月
  老人医療証の交付申請
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乳
幼
児
医
療
医
療
証

　

の
更
新

　

７
月
１
日
付
で
医
療
証
が
更
新

さ
れ
ま
す
。次
の
①
に
該
当
す
る

人
は
必
ず
更
新
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。更
新
し
な
い
場
合
は
引

き
続
き
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

① 

国
民
健
康
保
険
以
外
（
社
会
保

険
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
乳

幼
児
に
は
、
６
月
中
旬
に
「
乳

幼
児
医
療
医
療
証
更
新
申
請

書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
参
照
の
う
え
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
乳
幼
児
に
は
、
６
月
下
旬
に

「
乳
幼
児
医
療
医
療
証
」
を
送

付
し
ま
す
。保
険
証
を
変
更
し

た
、
ま
た
は
変
更
予
定
の
あ
る

人
は
社
会
福
祉
課
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
０
歳
〜
４

歳
未
満
の
乳
幼
児

適 

用
範
囲　

府
内
の
医
療
機
関
で

の
通
院
・
入
院
費
か
ら
一
部
自

己
負
担
金
を
除
い
た
額
お
よ
び

食
事
療
養
費
の
標
準
負
担
額

※ 

一
部
自
己
負
担
金
は
１
日
に
つ

き
５
０
０
円
限
度
で
す
。（
１
か

月
単
位
で
月
２
回
ま
で
）

申 

請
場
所　

社
会
福
祉
課
、
市
民

総
合
窓
口
担
当
、星
田
出
張
所

﹇
申
請
に
必
要
な
も
の
﹈

▽ 

健
康
保
険
証
（
乳
幼
児
記
載
済

の
も
の
）

▽ 

17
年
１
月
２
日
以
降
に
交
野
市

に
転
入
し
た
場
合
、
17
年
１
月

１
日
現
在
に
住
ん
で
い
た
市
町

村
長
の
発
行
す
る
保
護
者
の
17

年
度
所
得
証
明
書
（
児
童
手
当

用
と
同
じ
内
容
の
も
の
）

　

次
の
よ
う
な
時
に
は
保
護
者
の

立
て
替
え
払
い
で
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
護
者
の
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
で
、
家
族
療
養
費

附
加
給
付
金
・
高
額
療
養
費
な
ど

の
給
付
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ら

を
控
除
し
た
額
に
な
り
ま
す
の
で
、

決
定
通
知
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

① 

０
歳
〜
４
歳
未
満
児
の
府
外
の

医
療
機
関
で
の
通
院
・
入
院
費

か
ら
一
部
自
己
負
担
金
を
除
い

た
額
お
よ
び
入
院
時
の
食
事
療

養
費
の
標
準
負
担
額

② 

４
歳
〜
６
歳
児
（
小
学
校
就
学

前
）
の
入
院
医
療
費
か
ら
一
部

自
己
負
担
金
を
除
い
た
額
お
よ

び
食
事
療
養
費
の
標
準
負
担
額

③ 

医
療
証
の
交
付
を
受
け
る
ま
で

に
支
払
わ
れ
た
通
院
・
入
院
費

か
ら
一
部
自
己
負
担
金
を
除
い

た
額
お
よ
び
入
院
時
の
食
事
療

養
費
の
標
準
負
担
額

﹇
申
請
に
必
要
な
も
の
﹈

① 

登
録
口
座
を
変
更
す
る
場
合
や

口
座
未
登
録
の
場
合
は
保
護
者

名
義
の
預
金
口
座
（
郵
便
貯
金

を
除
く
）

② 

既
に
支
払
わ
れ
た
領
収
書
が
あ

る
場
合
や
、
４
歳
以
上
の
入
院

分
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
医

療
機
関
の
発
行
す
る
領
収
書
と

印
鑑

※ 

乳
幼
児
医
療
を
受
給
中
に
勤
務

先
な
ど
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た

時
は
速
や
か
に
変
更
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

国民健康保険料
の納付

　6月分の納期限は 6月 30
日（木）です。期限内に納め
ましょう
問い合わせ　国民健康保険課

市
府
民
税

の
納
期
月

　

６
月
は
、
市
・
府
民
税
第
１

期
分
の
納
期
月
で
す
。

　

期
限
の
６
月
30
日
（
木
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

　

枚
方
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

算
定
基
礎
届
事
務
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
き
ま
す
。

と 　

き　

６
月
９
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

枚
方
市
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
社
会
保
険
事

務
所（
℡  
８
４
６
・
５
０
１
１
） 

老人医療証の交付申請
　次のいずれかに該当する人は、７月１日から老人医療（医療費の助成）
制度の受給資格を取得することができますので、医療証の交付申請にお
越しください。

▽７月中に満 65 歳になる人で
　① 精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
　② 結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
　③ 特定疾患医療受給者証を持っている人
　④ ひとり親家庭医療制度に該当する人
※ ただし、それぞれに所得制限があります。

▽  16 年 10 月末現在ですでに 65 歳以上 70 歳未満の人で
　①市民税非課税世帯
　② 精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
　③ 結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
　④ 特定疾患医療受給者証を持っている人
　⑤ ひとり親家庭医療制度に該当する人
※ ②～⑤に該当の人は、所得制限があります。
申 　請　６月 24日（金）から国民健康保険課老人医療係
持 ち物　健康保険者証、それぞれ該当を証明するもの（患者票など）
問 い合わせ　国民健康保険課老人医療係

 

保
険
・
年
金
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く
ら
し

 くらし
　 中小企業のみなさんへ
　 社会を明るくする運動
　 まちづくりラウンドテーブル
　 姉妹都市協会事務局が移転

子育て
　 おやこほんわかひろば

  消費者相談
  枚方警察署からのお知らせ

Ｑ　
ペ
イ
オ
フ
対
策
で
預
金

を
分
散
し
よ
う
と
銀
行
へ

行
っ
た
ら
、「
毎
月
分
配
金
が
受

け
取
れ
る
預
金
の
よ
う
な
も
の

で
す
」
と
、
投
資
信
託
を
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

老
後
資
金
で
失
敗
し
た
く
な

い
の
で
慎
重
に
考
え
た
い
の
で

す
が
、
預
金
金
利
よ
り
は
る
か

に
高
利
率
の
毎
月
分
配
金
は
魅

力
で
す
。
注
意
す
る
点
は
あ
り

ま
す
か
。

Ａ　
相
談
者
が
勧
め
ら
れ
た

投
資
信
託
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
高
金

利
の
海
外
債
券
中
心
に
運
用
す

る
追
加
型
投
資
信
託
で
し
た
。

そ
の
注
意
点
と
し
て
は
４
つ
あ

り
ま
す
。

① 

毎
月
の
分
配
金
が
保
証
さ

れ
て
も
購
入
時
に
支
払
っ
た

「
元
本
」
が
保
証
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
分

配
金
の
た
め
に
投
資
元
本
が

充
当
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

② 

購
入
時
よ
り
円
高
に
な
れ
ば

元
本
も
目
減
り
し
ま
す
。

③ 

購
入
時
、
換
金
時
だ
け
で
な

く
保
有
時
に
も
信
託
報
酬
と

い
う
手
数
料
が
生
じ
ま
す
。

元
本
割
れ
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
必
要
と
な
る
費
用
で
す

の
で
、
事
前
に
き
っ
ち
り
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④ 

追
加
型
は
、
い
つ
で
も
購
入
・

換
金
で
き
ま
す
が
、
価
格
変

動
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

確
認
も
必
要
で
す
。

助
言　
金
融
機
関
が
投

資
信
託
を
「
預
金
の

よ
う
な
も
の
」
と
説
明
し
て
販

売
す
る
こ
と
は
、
消
費
者
契
約

法
、
金
融
商
品
販
売
法
か
ら
も

問
題
で
す
。
消
費
者
も
失
敗
し

な
い
た
め
に
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
よ
く
読
み
、
わ
か
る
ま
で

説
明
を
求
め
る
姿
勢
が
大
切
で

す
。

消費者相談
～毎月分配金が魅力的
投資信託の注意点～

　問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
へ

　

市
は
、
市
内
事
業
者
の
経
営
を

支
援
す
る
た
め
、
大
阪
府
中
小
企

業
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
付
し

た
交
野
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融

資
の
あ
っ
せ
ん
や
保
証
料
補
助
、

特
別
対
策
利
子
補
給
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
資
金
融
資
の
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
﹈

▽
融
資
額　

１
４
０
０
万
円
以
内

※ 

無
担
保
無
保
証
人
の
場
合
は

３
０
０
万
円
以
内
（
市
内
で
１

年
以
上
継
続
し
て
事
業
を
し
て

い
る
人
、
そ
の
他
税
な
ど
の
要

件
あ
り
）

▽
融
資
期
間　

48
か
月
以
内

▽ 
返
済
方
法　

毎
月
均
等
分
割
返

済
▽
貸
付
利
率　

年
１
・
６
％

※ 

別
途
信
用
保
証
料
が
必
要
で

す
。（
信
用
保
証
協
会
が
定
め
る

料
率
）

﹇
保
証
料
補
助
﹈

市
制
度
融
資

▽ 

４
０
０
万
円
以
下
の
場
合
、
保

証
料
支
払
い
額
の
１
０
０
％
補

助
▽ 

４
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
、

保
証
料
支
払
い
額
の
50
％
補
助

（
限
度
額
あ
り
）

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

﹇
緊
急
特
別
対
策
利
子
補
給
﹈

　

不
況
対
策
と
し
て
、
市
制
度
融

資
に
対
す
る
利
子
補
給
で
す
。（
税

な
ど
の
要
件
あ
り
）

﹇
大
阪
府
中
小
企
業
者
向
け
事
業

資
金
融
資
﹈

▽
小
規
模
資
金

▽
一
般
資
金

▽
開
業
資
金

▽
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
資
金

※ 

相
談
お
よ
び
受
付
も
行
っ
て
い

ま
す
。

※ 

現
在
、
有
保
証
人
で
の
信
用
保

証
協
会
を
利
用
中
の
事
業
者

は
、
無
保
証
人
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条

第
３
項
各
号
の
認
定
申
請
﹈

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
融
資

を
利
用
す
る
場
合
に
添
付
書
類
と

し
て
必
要
で
す
。

※ 

原
則
、
本
店
登
記
地
が
市
内
の

事
業
者
に
限
り
ま
す
。

﹇
そ
の
他
﹈

▽ 
経
営
相
談
や
創
業
支
援
な
ど

の
相
談
を
北
大
阪
商
工
会
議
所

内
、
大
阪
北
大
阪
地
域
中
小
企

業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
ま
す

▽ 

申
し
込
み
に
必
要
な
添
付
書
類

な
ど
が
16
年
度
と
は
異
な
り
ま

す
。事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
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枚方警察署からのお知らせ
みんなで力をあわせて　安全・安心まちづくり

「振り込め詐欺（恐喝）」事件多発中
　今年に入り電話を使用した振り込め詐欺
の被害が増加しています。主な手口としては
家族、警察官や弁護士、やくざなどを装い、交
通事故示談金を騙し取る手口が被害全体の約
60％を占めています。
　被害にあわないために、次のことに気を付
けましょう。

▽すぐに振り込まない。一人で振り込まない

▽電話の相手が本人かどうかを確認する

▽  事故などの事実確認をし、確認できないと
きは振り込まない

▽  警察官や弁護士を名乗る場合、氏名・住所
を聞き、実在している人かどうか確認する

▽  警察官が事故当事者の家族に示談金を勧め
ることはない

問い合わせ　枚方警察署（℡   845・1234）

毎月 20日はめいわく駐車追放デー
　15年には駐車車両が影響した事故で 19人が亡
くなり、3,140 人がけがをしています。
　たった 1台の駐車・駐輪でも交通渋滞や歩行者
の通行妨害、交通事故のもとになります。
　車は必ず駐車場に入れ、めいわく駐車をなくし
ましょう。

止めよう不法滞在・不法就労
　一部の外国人による不法滞在や不法就労が続
いています。来日外国人を雇用する時にはパスポ
ートなどで在留資格や在留期間を確認してくださ
い。
　また、不法滞在者などの情報があれば、枚方警察
署やお近くの交番までお知らせください。

　

ま
ち
づ
く
り

　

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

と 　

き　

６
月
26
日
（
日
）
午
後

２
時
〜

と 
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

内 　

容　

テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、

気
軽
に
肩
書
き
抜
き
で
、
同
じ

立
場
に
立
っ
て
意
見
を
交
換

し
、
知
恵
を
出
し
合
う
井
戸
端

会
議
で
す
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
場
、
情
報
収
集
の
場
と

し
て
・
・
・
い
ろ
い
ろ
活
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

　

姉
妹
都
市
協
会

　

事
務
局
が
移
転

　

交
野
・
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
姉
妹

都
市
協
会
の
事
務
局
が
、
交
野
会

館
に
移
転
し
ま
し
た
。

問 

い
合
わ
せ　

同
協
会
事
務
局

（
℡  
８
９
４
・
１
１
１
３　

℻  

８
９
４
・
１
１
１
９　

url:h

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
１
日
〜
31
日
ま
で
、「
犯
罪

や
非
行
を
防
止
し
、
罪
を
犯
し
た

人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更
生
を

支
え
、
人
々
が
支
え
合
っ
て
生
き

て
い
く
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
参

画
す
る
」
を
目
標
と
す
る
運
動
が

全
国
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

﹇
街
頭
Ｐ
Ｒ
﹈

と 　

き　

７
月
１
日
（
金
）
午
前

10
時
〜

と
こ
ろ　

枚
方
市
民
会
館
前

内 　

容　

パ
レ
ー
ド
、
セ
レ
モ
ニ

ー
な
ど

※ 

交
野
市
内
で
は
、
午
後
５
時
か

ら
各
鉄
道
の
駅
前
で
、
街
頭
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
す
。

﹇
枚
方
・
交
野
地
区
更
生
保
護
大
会
﹈

と 　

き　

７
月
22
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
4

階　

交
流
ホ
ー
ル

内 　

容　

吹
奏
楽
の
演
奏
と
講
演

「
明
る
い
社
会
へ　

人
づ
く
り
」

講
師
は
松
下
電
器
産
業
㈱
特
別

顧
問
の
谷
井
昭
雄
さ
ん

﹇
非
行
に
関
す
る
相
談
機
関
﹈

▽ 

大
阪
保
護
観
察
所
（
℡  
06
・
６ 

９
４
９
・
６
２
４
１
）

▽ 

大
阪
府
寝
屋
川
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
（
℡  
８
２
８
・ 

０
１ 

６
１
）

▽ 

青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
（
℡  

06
・
６
９
４
４
・
３
４
３
４
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

お
や
こ
ほ
ん
わ
か
ひ
ろ
ば

　

気
軽
に
立
ち
寄
り
、
一
緒
に
遊

び
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

毎
週
金
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
出
入
り
自
由
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

対 　

象　

未
就
園
の
児
童
と
そ
の

保
護
者

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

子
育
て

 ttp
://w

w
w
.p
o
-p
o
.h
o
m

e
ip
.n
e
t/̃ka

ta
n
o
_c
o
lli 

ngw
ood_sca/

）
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ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

　

市
販
の
ハ
チ
用
殺
虫
剤
を
使
用
し
、
ハ
チ
が
活

動
を
止
め
る
夜
間
や
、
ハ
チ
が
活
動
を
開
始
す
る

ま
で
の
間
（
日
の
出
前
）
に
作
業
を
行
い
ま
す
。白

っ
ぽ
い
服
な
ど
で
肌
を
露
出
し
な
い
よ
う
に
し

て
、
巣
の
風
上
1
〜
2
㍍
く
ら
い
離
れ
た
所
か
ら

殺
虫
剤
を
噴
霧
し
、
間
を
お
い
て
も
う
一
度
噴
霧

し
ま
す
。生
き
て
い
る
ハ
チ
が
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
、巣
を
取
り
除
き
ま
す
。

　

ミ
ツ
バ
チ

　

ミ
ツ
バ
チ
は
群
れ
の
数
を
増
や
す
分
封
（
分

蜂
）
を
し
ま
す
。古
い
女
王
蜂
が
新
し
い
巣
を
つ

く
る
た
め
に
、
多
数
の
働
き
蜂
と
と
も
に
飛
び

立
ち
ま
す
。
適
当
な
営
巣
場
所
を
見
つ
け
る
ま

で
、
１
日
〜
数
日
間
、
樹
木
な
ど
に
留
ま
り
放
置

し
て
お
け
ば
い
な
く
な
り
ま
す
。危
害
を
加
え
な

け
れ
ば
襲
っ
て
く
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
無
理
な

駆
除
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ハ
チ
の
駆
除

　

ハ
チ
は
毛
虫
な
ど
を
食
べ
る
益

虫
の
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
生
活

に
支
障
を
き
た
す
場
合
は
駆
除
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ア
シ
ナ
ガ

バ
チ
の
巣
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
20
㌢
程
度
の
大
き
さ

に
な
り
駆
除
し
に
く
く
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
駆
除
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課

　

お
な
か
ペ
コ
ペ
コ

　

お
や
つ
レ
ッ
ス
ン

と 　

き　

６
月
24
日
（
金
）
午
前

９
時
25
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

内 　

容　

２
歳
児
の
お
や
つ
に
つ

い
て
考
え
、作
っ
て
、試
食

対 　

象　

２
歳
児
（
14
年
７
月
〜

15
年
６
月
生
ま
れ
）
と
、
そ
の

　

育
児
教
室

　
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場
」

　

今
回
は
、
小
麦
粉
粘
土
遊
び
を

し
ま
す
。

と　

き　

７
月
８
日（
金
）

　

①
４
〜
11
か
月
児

　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　

②
１
歳
〜
１
歳
６
か
月
児

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

定　

員　

①
25
組
②
20
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

（
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま
す
）

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
の
往
信

面
に
①
子
ど
も
の
氏
名
・
生
年

月
日
・
月
齢
②
電
話
番
号
③
参

子
育
て

 

加
回
数
、
返
信
面
に
①
子
ど
も

の
氏
名
②
住
所
を
記
入
し
、
６

月
20
日
（
月
）〈
消
印
有
効
〉
ま

で
に
、〒
５
７
６

－

０
０
３
４
天

野
が
原
町
５

－
５

－
１　

ゆ
う

ゆ
う
セ
ン
タ
ー
内 
健
康
増
進

課
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場 

７

月
」係

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

離
乳
食
講
習
会

﹇
ピ
ヨ
ピ
ヨ
講
習
会
﹈

と　

き　

７
月
５
日（
火
）

　

①
午
後
２
時
30
分
〜

　

②
午
後
３
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

17
年
１
月
〜
４
月
生
ま

れ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

保
護
者

定　

員　

20
組

参
加
費　

親
子
１
組
２
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
託
児
に
必
要

な
も
の

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

７
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

対 　

象　

保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

勤
務
先　

各
幼
児
園

勤 

務
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
15
分
と
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午
（
月
１
・
２

回
）

持 

ち
物　

履
歴
書
・
資
格
書
（
コ

ピ
ー
可
）・
印
鑑

問
い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室

ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
保
育
士
募
集

子育て
　 育児教室「ぽっぽちゃん広場」
　 おなかペコペコおやつレッスン
　 離乳食講習会
　 子育てふれあい広場
　 赤ちゃんサロン

  ハチの駆除
  アルバイト・パート保育士募集
  乳幼児の健診と相談
  耳より健康コラム
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　4月からゆうゆうセンター全館が禁煙となっています。
　これは他人が吸うたばこの煙によって害を被るいわゆる
受動喫煙をなくすための措置です。
　たばこの煙には「ニコチン」「タール」など、200種を超え
る有害物質が含まれ、各種のガンや肺気腫、ぜんそく、心疾
患など、私たちの身体に悪影響を与えるといわれています。
　その影響は、家族の中に喫煙者がいると、そのパートナー
の肺ガン死亡率は約 2倍、乳幼児の突然死症候群の危険率
は 1.6 倍に、さらに気管支炎やぜんそくにかかりやすくな
ることがわかっています。
　「私は換気扇の下で吸うから大丈夫」というみなさん。残
念ながら、たばこの有害物質は、重たいので、換気扇の下で
吸っても外に排出されにくいのです。
　そこでいま「個人のマナー問題」ではなく、有害物質の規
制という観点から、たばこを吸わない人の健康を守ること
を優先した社会ルールづくりが始まっています。
　もう一度、家庭でたばこの害について話しあい、家族や子
どものためにも親が禁煙するなどを考えてみましょう。
問い合わせ　健康増進課（e-mail:kenkou@city.katano.osaka.jp）

耳より健康コラム  Vol.14
受動喫煙の怖さを知っていますか

   
乳幼児の健診と相談

　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに健
やかに成長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 7 月 5日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　17年 2月 11日～3月 10日生まれの乳児

1 歳 6か月児健診 6 月 21日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　15年 11月生まれの幼児

3 歳 6か月児健診 6 月 8日（水）13:00 ～ 14:00

　対　象　13年 11月生まれの幼児

育児相談 ① 6月 14日（火）9:30 ～ 10:30
② 6月 22日（水）9:30 ～ 10:30

　 身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵本
の読み聞かせなどを行います。

　対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

　

子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場

　
「
親
子
で
ふ
れ
あ
い
愛
」
を
テ

ー
マ
に
、
乳
幼
児
期
の
子
育
て
の

重
要
性
を
考
え
、
楽
し
く
子
育
て

し
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
内
容　

左
表

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階
プ
レ
イ
ル
ー
ム

対　

象　

子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

各
15
組

※
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

と　き 対　象 テーマ 講　師

7 月 
6 日（水）

0～ 2
歳児

おとなも子どもも
楽しもう

好きなものなぁ～に

あそびのお部屋シ
ュッポッポ
南田安紀子さん

20日（水） 0～ 2
歳児

親と子の
ふれあいあそび
身近な素材で
あそんでみよう

子ども情報研究セ
ンターはっぴポケ
ット
合田由紀子さん

28日（木） 3～ 5
歳児

親と子の
わんぱくあそび
からだを動かして
あそんでみよう

子ども情報研究セ
ンターはっぴポケ
ット
合田由紀子さん

8月  
2 日（火）

3～ 5
歳児

おとなも子どもも
楽しもう

身近なものであそぼ

あそびのお部屋シ
ュッポッポ
南田安紀子さん

30日（火） 0～ 2
歳児

おんがくいっぱい
おはなしいっぱい

トーンチャイムと
ゆかいな仲間たち
青山純代さん

31日（水） 3～ 5
歳児

おんがくいっぱい
おはなしいっぱい

トーンチャイムと
ゆかいな仲間たち
青山純代さん

※時間はいずれも午前 10時～ 11時 30分です。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
希
望

日
・
住
所
・
氏
名
（
保
護
者
と

子
ど
も
）・
ふ
り
が
な
・
子
ど

も
の
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

返
信
宛
先
を
記
入
し
、
６
月

13
日
（
月
）〈
必
着
〉
ま
で
に
〒

５
７
６

－

８
５
０
１　

幼
児

対
策
室

※ 

複
数
希
望
す
る
場
合
は
希
望
日

ご
と
に
別
の
は
が
き
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室

　

赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン

　

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〝
テ
ィ

ン
ク
ル
〞
が
主
催
す
る
赤
ち
ゃ
ん

サ
ロ
ン
で
保
護
者
同
士
お
し
ゃ
べ

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

毎
月
第
２
水
曜
日
午
前

10
時
〜
11
時
30
分
（
出
入
り
自

由
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
歩
行
前

の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
、

妊
娠
中
の
人
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

参 

加
費　

１
回
１
０
０
円
（
兄
弟

保
育
な
し
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
課
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健　康
　 身近にできる筋力アップ
　 骨粗鬆症予防調理実習
　 7 月の予防接種
　 市民健診の追加募集

  8 月の集団健診

 

健　

康

8 月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）の募集　　　　　申し込み・問い合わせ　6 月 20日（月）午前 9時から健康増進課
と　き 健（検）診名 定員 健（検）診結果 対象 · 健（検）診内容 費　用

  3 日（水） 総合健診 A

各70人

結果説明会

40 歳以上の市民
　・基本健康診査
　・B型・C型肝炎ウイルス検査（血液検査）
　　①  17 年 4 月～ 18 年 3 月に 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60

歳・65 歳・70 歳になる人
　　②過去に肝機能異常を指摘された人
　　③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機能検査を

受けたことがない人
　※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を受けたこと

がある人は除きます。
　・胃がん検診  ・大腸がん検診  ・子宮がん（頸部）検診
　・肺がん検診　　胸部レントゲン
　　　　　　　　　喀痰検査（ハイリスク者のみ）
　・前立腺がん検診（50 歳以上の男性）
　・乳がん検診　　A : マンモグラフィー＋視触診　
　　 （AかBいずれか）　　 （40 歳以上の奇数年生まれの市民）
　　　　　　　　　B : 視触診
　・骨粗鬆症検診
　・結核検診（胸部レントゲン）（65 歳以上の人）

800 円
1,000 円

各 500 円
400 円
500 円
1,000 円
2,000 円

400 円
1,000 円
無料

18 日（木） 総合健診 B 郵　送

25 日（木） 女性総合健診 郵　送

☆下線の検診については、対象がありますので注意してください。
☆基本健康診査は必須で、他のがん検診などは選択できます。

18日（木）・25日（木）39 歳以下の市民健診 15人 郵 送 16 歳～ 39 歳の市民　・基本健康診査 800 円

  3 日（水）
18日（木）
25日（木）

子宮がん検診（頸部） 25 人 郵 送 20 歳以上の市民　　  ・子宮頸部細胞検査 500 円
乳がん視触診検診 10 人 検診当日 30 歳以上の市民　　  ・視触診 400 円
乳がんマンモグラフィー検診 15 人 郵 送 40 歳以上の奇数年生まれの市民  ・マンモグラフィー＋視触診 2,000 円
骨粗鬆症検診 20 人 郵送 18 歳以上の市民　　  ・踵骨超音波骨密度測定 1,000 円
結核検診 20 人 郵送 65 歳以上の市民　 　・胸部レントゲン 無料

※ 費用免除：①満 70歳以上の人②生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（健康増進課まで申し出ください。ただし、個別受診される②に該
当する人は、無料受診券を渡します）
※健（検）診の詳細は、「わが家の健康管理」をご覧ください。
※ 市内の医（病）院で受診する場合：市健康診査実施医療機関に直接予約し、受診してください。なお、市健康診査実施医療機関では、乳が
ん検診・骨粗鬆症検診・39歳以下の市民健診は実施していません。

　

７
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

７
月
７
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
生
後
６

か
月
未
満

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

※ 

予
診
票
は
会
場
に
備
え
つ
け
て

あ
り
ま
す
。

※ 
ひ
き
つ
け
（
け
い
れ
ん
）
を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
、
そ
の

他
疾
患
な
ど
で
定
期
的
に
医
師

の
診
察
を
受
け
て
い
る
人
は
、

主
治
医
に
相
談
の
う
え
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は「
わ
が
家
の
健
康
管
理
」

と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

骨
粗
鬆
症
予
防
の

　

た
め
の
調
理
実
習

と 　

き　

７
月
１
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

や
す
ら
ぎ
の
間

定 　

員　

30
人

参
加
費　

５
０
０
円

持 

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

は
し
、
ふ
き
ん
２
〜
３
枚
、
筆

記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

６
月

６
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

　

身
近
に
で
き
る

　

筋
力
ア
ッ
プ

と 　

き　

６
月
18
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明
星
４
階　

星
徳
館
（
星
田
８

－

６

－

７
）

定　

員　

30
人

講 　

師　

理
学
療
法
士　

浜
崎
大

助
さ
ん

持 

ち
物　

筆
記
用
具
・
上
靴
・
動

き
や
す
い
服
装

※ 

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
ま
で
送
迎

し
ま
す
。（
午
後
１
時
30
分
ご
ろ
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
天
の
川

（
℡
８
９
４
・
１
０
２
９
）　
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市民Ｑ＆Ａ　　は～い！こちらは広報です 今回のテーマ「図書の検索」

　

木
々
の
緑
が
日
ご
と
に
濃
く
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
も
ま
も
な
く
梅
雨
の
季
節
を

む
か
え
ま
す
。
梅
雨
の
語
源
は
、
湿
気
で

物
が
腐
る
こ
と
か
ら
潰
つ
い
ゆと
い
う
説
や
梅
が

実
る
こ
ろ
の
雨
と
い
う
中
国
か
ら
き
た
説

な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

　

と
も
あ
れ
、「
雨
上
が
り
の
や
か
ん
照

り
」
の
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
よ
う
に
季
節
の

変
わ
り
目
で
す
。
健
康
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

さ
て
、
近
況
報
告
で
す
が
、
先
日
青
少

年
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン･

ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ

ト
の
育
成
を
め
ざ
し
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
創
り
あ
げ
て
い
る
「
Ｂ
ｅ

〜
ん
ず
」
と
い
う
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
に
審

査
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
Ｂ
ｅ
〜
ん
ず
」
と
い
う
の
は
、「
豆

（B
ea
n
s

）」
を
も
じ
っ
た
造
語
で
、
交

野
の
お
豆
さ
ん
た
ち
が
は
じ
け
て
世
界

に
飛
び
出
す
よ
う
願
っ
て
命
名
し
た
そ
う

で
、
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
跳
ね
回
る
若
者
の

音
楽
や
ダ
ン
ス
を
見
せ
て
も
ら
い
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
、
レ
ベ
ル
が
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

交
野
の
未
来
を
担
う
若
い
人
た
ち
が
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
し
て
く
れ
る
よ

う
、
地
域
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
７
日
（
火
）
か
ら
は
今

年
第
２
回
の
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
議
会
に
は
、
市
が
所
有
す
る

公
の
施
設
の
管
理
を
企
業
や
、
社
会
福
祉

法
人
な
ど
の
公
益
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

団
体
に
管
理
を
行
わ
せ
る
と
い
う
「
指
定

管
理
者
制
度
」
に
関
す
る
条
例
も
提
案
し

ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
公
共
施
設
の
運
営

に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
、
経
費
の

削
減
や
効
率
化
を
目
指
す
も
の
で
、
来
年

度
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま

す
。昨

年
は
各
地
で
台
風
や
大
雨
の
被
害

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
梅
雨
か
ら
秋
の
台
風

シ
ー
ズ
ン
に
か
け
て
、
細
心
の
注
意
を
し

な
け
れ
ば
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

さいくる
とーく

　　中田仁公

其の11

市長の

Ｑ 　

雨
が
続
く
季
節
な
の
で
、
本
を
借
り

て
読
書
で
も
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
図
書
館
に
は
ど
ん
な
本
が
あ

る
の
か
調
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

Ｔ
さ
ん

Ａ 　

市
で
所
蔵
し
て
い
る
本
は
、
市
の
蔵

書
検
索
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
書
名
や
著
者
名
、
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル

名
な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所

蔵
の
有
無
や
貸
し
出
し
状
況
が
分
か
り

ま
す
（
デ
ー
タ
は
前
日
の
閉
館
時
の
も

の
）。

　

 　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
予
約

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
電
話
や
カ
ウ
ン
タ

ー
で
、
本
の
予
約
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
予
約
し
た
本
が
、
貸
し
出
し
中

の
場
合
は
返
却
さ
れ
次
第
、
市
内
の
別

の
図
書
館
（
室
）
に
あ
る
場
合
は
取
り

寄
せ
次
第
連
絡
し
ま
す
。

　

 　

読
み
た
い
本
を
市
が
所
蔵
し
て
い

な
い
時
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
購
入
や
、
府
立
図
書
館
や
他

市
の
図
書
館
か
ら
借
り
て
く
る
な
ど
し

て
、
で
き
る
限
り
ご
要
望
に
お
応
え
す

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

 　

な
お
、
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た

本
は
、最
寄
り
の
図
書
館(

室
）で
も
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

蔵
書
検
索
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.katanotoshokan.jp/

倉
治
図
書
館（
℡  
８
９
１
・
１
８
２
５
）

青 

年
の
家
図
書
室（
℡  
８
９
３・
４
８
８
１
）

みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさ
んが市役所の仕事や手続きなどで、
日ごろから疑問に思っていること
を質問していただき、お答えする
コーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メー
ルに住所、氏名、電話番号を必ず
記入して、広聴広報課へお寄せく
ださい。
送付先　
　 〒576－8501　交野市役所広聴
広報課「は～い！こちらは広報で
す」係
　℻   891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osaka.jp
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日本さくら草展示会
　4月23日（土）～28日（木）、青年の家学びの館で、交
野さくら草の会による、展示会と即売会が開かれまし
た。会場には桜色、白色、濃いピンクなどかれんな花が
100鉢あまり展示され、たくさんの愛好家の目を楽し
ませていました。
　現在、同会会員は約30人。それぞれ100鉢以上を持
ち、この時期の開花を楽しみに年間を通じて丹精をこ
めて世話しているそうです。

AA L BB U M
あ る ば む

子どもたちの白熱ステージに拍手
　4月17日（日）、星の里いわふね体育室（ホール）で、市
青少年音楽団体の第29回定期演奏会が行われ、少年少
女合唱団、チアリーディングクラブPIXIES（ピクシー
ズ）、ジュニア吹奏楽団の３団体が、1年間の集大成の
ステージを踏みました。
　最後に合同プログラムも披露され、会場に集まった
保護者ら約300人の観客からは、暖かい拍手が沸き起
こっていました。

交野風景水彩画展
　4月1日（金）～8日（金）、青年の家1階ロビーで交野風
景水彩画回顧展が開かれ、交野の四季や自然をテーマに、
高木良明さん（私部南）が描いてきた水彩画40点が展示
されました。
　なかでも、源氏の滝、交野山、天の川など交野を代表す
る名所が、水彩画特有のやわらかい筆使いで表現され、訪
れた人たちの注目を集めていました。

サクラの観察会
　4月16日（土）、大阪市立大学理学部附属植物園
で、サクラの観察会が行われました。
　案内役は同大学理学部講師の植松千代美先生。常
緑のバクチノキもサクラの仲間との説明に、さっそ
くルーペで葉っぱを確かめる人もいました。園内の
桜山を中心に植えられた200本の桜の中から、品種
と観察のポイントの説明を受け、参加者は熱心に聞
き耳をたて、メモを取っていました。
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AA L BB U M

自転車も安全に
　4月7日（木）、イズミヤ交野店前で、枚方警察署と
市交通安全対策協議会が自転車安全点検を実施しま
した。
　これは春の交通安全運動の一環で、警察官が街頭
に立ち、交通マナー順守の呼びかけや、ライト、ブ
レーキなどの安全点検の指導を行いました。また、
ひったくり防止カバーの取り付けも同時に行い、防
犯意識の啓発を図りました。

花と緑を守り育てる活動に感謝状
　4月26日（火）、国土交通省などが主催する第16回
全国みどりの愛護のつどいで、都市緑化功労者知事表
彰を受けた交野市女性団体連絡協議会のメンバーが
市役所を訪問し、中田市長に喜びの報告をしました。
　これは、同協議会が駅前や道路などで、プランター
の花を育てる街の美化・緑化活動「交野の街を美しく
する運動」に長年取り組んできたことが、高く評価さ
れたものです。

みんなと約束しよう！枚方警察署が防犯劇
　4月28日（木）、あまだのみや幼児園で、枚方警察
署地域課が、ぬいぐるみの防犯劇を行いました。
　舞台に登場したトラやウサギと「ひとりで遊ばな
い」「知らない人についていかない」などを一緒に約
束しました。
　そのほかにも、トランペットとサックスの演奏が
あり、「となりのトトロ」「ドラえもん」などを園児た
ちも大きな声で歌い大喜びでした。

春の野草をたずねて
　4月24日（日）、くろんど園地～傍示の里のコース
で、山野草の観察をしながら、参加者約50人が山歩
きを楽しみました。
　講師の北河内自然愛好会・西畑敬一さんの説明を
聞きながら、タンポポの在来種と外来種の見分け方
や、分布状況の観察など、日ごろは触れることの少
ない自然を満喫しながら楽しく勉強しました。
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～ふるさと交野ベスト３～

星のまち歴史散歩

　

み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
唱
歌
「
故
郷
」
で
す
。こ
の

歌
を
聴
く
と
、
誰
も
が
ふ
る
さ
と
を
思
い
起
こ
す

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
交
野
。こ
の
町
に
移

り
住
み
、
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
な
っ
た
交
野
。こ

の
町
を
出
て
、遠
く
か
ら
想
う
ふ
る
さ
と
交
野
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ろ
い
ろ
な
想
い
が
あ
り
ま
す

が
、
ふ
る
さ
と
交
野
っ
て
ど
ん
な
町
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　

今
回
は
そ
ん
な
交
野
の
山
や
川
、
遺
跡
や
仏
像

な
ど
分
野
別
に
、
私
が
選
ん
だ
「
ふ
る
さ
と
交
野

ベ
ス
ト
３
」
を
思
う
ま
ま
に
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
他
に
も
え
え
と
こ
あ
り
ま
っ
せ
！
」
と
言
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
と
お
り
。交
野
に
は
他
に
も
良
い
所
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
交
野
」
は
人
か
ら
教
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
自
分
で
調
べ
、
訪
ね
歩
い
て
見
つ

け
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
大
切
な
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
身
近
な
と
こ
ろ
を
散
歩
し
、
自

分
だ
け
の
ベ
ス
ト
３
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ベスト 1 ベスト 2 ベスト 3

遺　跡 神宮寺縄文時代
住居遺跡

寺南山弥生時代
住居遺跡 私部城遺跡

古　墳 森古墳群
（大字森）

東車塚古墳群
（寺南野）

寺古墳群
（大字寺）

建　物 北田代官屋敷
（私部）

山添家
（寺）

教育文化会館
（倉治）

仏　像 薬師如来坐像
（獅子窟寺）

阿弥陀如来立像
（八葉蓮華寺）

十一面観音立像
（星田寺）

石　仏 弘安地蔵
（私市）

弥勒菩薩坐像
（石仏の道）

十三仏
（慈光寺）

廃　寺 長宝寺
（郡津）

開元寺
（神宮寺）

岩倉開元寺
（倉治）

戦　跡 洞穴
（私市馬場堂）

中村少尉鎮魂碑
（星田）

陸軍用地碑
（星田）

地　名 官
かんでん

田
（私部）

神
か ん で ら

出来
（星田）

北
き と ら

浦
（傍示）

伝　説 機物神社と七夕祭 蛙石・由松と
お種さんの悲恋

夜泣き石・
呪われた母子

わらべ
唄

げんべの窯たき
いつできる
あいさの朝まで
まってんか・・・

さいたかさいたか
西念寺

ういたかういたの
雲林寺・・・

いたら見てこい
北田の屋敷
四角四面の
良い屋敷

兎
追
い
し
か
の
山

小
鮒
釣
り
し
か
の
川

夢
は
今
も
め
ぐ
り
て

忘
れ
が
た
き
故
郷

薬師如来坐像
府内に 4体ある国宝の中の一つ
です

機物神社
鳥居の向こうに交野山が見えま
す
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感
謝
の
気
持
ち
を
言
い
表
す
言
葉
は
「
お
お
き

に
」「
あ
り
が
と
う
」で
す
が
、
星
田
地
区
で
は「
よ

う
え
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
語
源
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
滋
賀
県
の
方

言
の
中
に
、
甲
賀
地
方
で
同
じ
言
い
方
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。そ
こ
で
星
田
地
区

と
滋
賀
県
の
つ
な
が
り
を
調
べ
ま
し
た
。

　

昔
の
星
田
地
区
は
、徳
川
時
代
の
間
、近
江
国
仁

正
寺
の
陣
屋（
現
在
の
日
野
町
西
大
路
）の
市
橋
家

が
領
主
と
し
て
支
配
し
て
い
た
た
め
、
長
い
間
に

星
田
の
人
々
が
、
近
江
言
葉
を
ま
ね
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

言
葉
の
中
で
一
番
美
し
い
言
葉
は
、
感
謝
の
言

葉
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。感
謝
の
言
葉
か
ら
は
、

素
直
な
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　

近
ご
ろ
の
私
た
ち
は
、
戦
争
や
飢
え
の
心
配
も

な
く
、合
理
化
さ
れ
た
社
会
の
お
か
げ
で
、豊
か
で

便
利
な
生
活
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

い
ま
ひ
と
つ
、
幸
福
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。そ
れ
は
、多
く
の
人
た
ち
が
日
常
生
活
の
中

で
、
互
い
に
感
謝
の
言
葉
の
交
流
を
失
っ
て
し
ま

っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。私
た
ち
は
や

や
も
す
る
と
、
無
意
識
の
う
ち
に
自
分
と
相
手
の

立
場
を
は
か
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表
さ
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

何
に
感
謝
す
る
の
か
知
ら
な
い
人
生
は
不
幸
で

す
。こ
れ
か
ら
は
互
い
に「
お
お
き
に
」「
あ
り
が
と

う
」「
よ
う
え
」
の
言
葉
を
添
え
合
う
よ
う
に
と
思

い
ま
す
。

シリーズ交野のこ
と
ば第 12 話　「ようえ」

交
野
市
古
文
化
同
好
会

会
長　

井
戸
桂
二

　
「
広
報
か
た
の
」
16
年
７
月
号

か
ら
、
交
野
の
歴
史
な
ど
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
こ
の
「
星

の
ま
ち
歴
史
散
歩
」
の
コ
ー
ナ
ー

も
今
回
が
最
終
回
で
す
。

　

限
り
あ
る
紙
面
で
は
十
分
な
案

内
や
、
本
当
の
交
野
の
良
さ
は
語

り
つ
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

実
際
に
自
分
の
足
で
現
地
を
訪

れ
、見
て
、聞
い
て
、初
め
て
自
然

と
文
化
と
歴
史
が
お
り
な
す
素
晴

ら
し
い
交
野
を
体
感
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
「
星
の
ま
ち
歴
史

散
歩
」
が
よ
り
良
い
も
の
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。

交
野
市
文
化
財
保
護
委
員

　

平
田　

政
信

ベスト 1 ベスト 2 ベスト 3

山 交野山 旗振山 竜王山

川 天野川 免除川 がらと川

池 かご池
（倉治）

白旗池
（大字倉治）

星田大池
（星田）

滝 源氏の滝
（東倉治）

鮎返しの滝
（大字私市）

なすび石の滝
（大字星田）

湧き水 蟹川の湧き水
（倉治）

ほろ谷の湧き水
（星田）

久保の坂の湧き水
（私市）

巨　岩 磐船神社の大岩
（私市）

獅子窟岩
（大字私市）

交野山観音岩
（大字倉治）

道 山根街道 東高野街道 かいがけの道

坂 スタコ坂
（私部西）

大仏坂
（倉治）

和
わらんだ

田坂
（私市）

橋 逢々橋
（私部西）

落合橋
（私部）

はごろも橋
（私市）

天野川
子どもが水遊びをする風景をよ
く見かけます

かいがけの道
人気のハイキングコースです
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私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
た
く
さ
ん
悩

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。主
人
公
の
デ
イ
ヴ
・

ペ
ル
ザ
ー
さ
ん
は
、
こ
の
本
の
作
者
で
も

あ
る
の
で
、
こ
の
本
に
は
本
当
に
リ
ア
ル

に
物
事
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
デ
イ
ヴ

さ
ん
は
母
親
に
も
名
前
を
呼
ん
で
も
ら
え

ず
に
〝
Ｉ
ｔ
〞（
あ
れ
・
そ
れ
）
と
物
扱
い

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
食
事
も
与
え
ら
れ

ず
に
、
奴
隷
の
よ
う
に
働
か
さ
れ
る
。
ナ

イ
フ
で
腹
を
刺
さ
れ
、コ
ン
ロ
で
焼
か
れ
、

異
物
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
…
。
本
当
に
現
実

に
あ
っ
た
こ
と
だ
と
思
う
と
と
て
も
悲
し

く
な
り
ま
す
。
で
も
、
こ
ん
な
状
態
で
も

必
死
に
生
き
抜
こ
う
と
す
る
デ
イ
ヴ
さ
ん

は
と
て
も
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。も
し
、

こ
の
話
の
主
人
公
が
私
な
ら
、
命
は
一
つ

で
も
、
こ
ん
な
人
生
な
ら
死
ぬ
方
を
選
ん

で
し
ま
い
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
親
に
愛

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

心
の
ど
こ
か
で
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ

れ
が
ど
ん
な
に
幸
せ
な
こ
と
な
の
か
を
思

い
知
り
ま
し
た
。
デ
イ
ヴ
さ
ん
が
こ
の
状

況
の
中
で
も
、
希
望
を
捨
て
ず
、
力
強
く

生
き
て
い
る
こ
と
を
私
は
す
ご
く
尊
敬
し

ま
す
。
私
も
力
強
く
生
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

デ
イ
ヴ
さ
ん
は
物
語
の
途
中
で
幸
せ

を
拒
絶
し
よ
う
と
す
る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
シ
ー
ン
で
私
は
少
し
涙
ぐ
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。母
親
の
虐
待
が
ひ
ど
く
、

デ
イ
ヴ
さ
ん
に
幸
せ
の
か
け
ら
も
与
え
な

い
、
そ
ん
な
母
親
に
も
の
す
ご
く
腹
が
立

ち
も
し
ま
し
た
。
デ
イ
ヴ
さ
ん
が
こ
ん
な

に
大
き
な
悩
み
を
誰
に
も
相
談
せ
ず
に
い

る
こ
と
が
、
全
部
母
親
の
せ
い
だ
と
私
は

思
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
デ
イ
ヴ
さ
ん
は

自
分
が
悪
い
子
だ
か
ら
…
と
人
に
言
わ
な

い
の
で
す
。
こ
ん
な
に
大
き
な
悩
み
事
が

あ
る
の
に
、
自
分
の
抱
え
て
い
る
ち
っ
ぽ

け
な
悩
み
が
恥
ず
か
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
大
き
な
悩
み
だ
か
ら
こ
そ
、
一

人
で
考
え
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
…
。

け
れ
ど
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

を
一
人
で
も
見
つ
け
て
、
力
に
な
り
た
い

と
私
は
思
い
ま
す
。
あ
と
も
う
一
つ
私
は

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
大
人
に

な
っ
て
、
も
し
、
子
ど
も
が
い
た
な
ら
、

そ
の
子
に
こ
の
本
を
読
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
本
を
本
当
に
多
く

の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で

す
。
私
の
よ
う
な
一
般
的
な
中
学
生
が
言

う
の
も
変
で
す
が
、
自
分
の
つ
ら
い
経
験

を
語
っ
て
く
れ
た
デ
イ
ヴ
さ
ん
に
感
謝
し

た
い
で
す
。

　

こ
の
本
を
一
生
大
切
に
し
た
い
で
す
。

（
こ
の
作
文
は
、
２
年
生
の
と
き
の
も
の

で
す
。）

人権作文
〈心の窓〉

fi le.163

「Iｔと呼ばれた子」
を読んで

児　童　書

「ツバメ号とアマゾン号」

アーサー・ランサム作
岩波書店出版

　イギリスの湖水地
方でウォーカー家の
子ども 4人は、ヨッ
ト「ツバメ号」で遊び、無人島
でキャンプをします。突然、ど
くろを描いた旗をつけたヨット
「アマゾン号」が現れ、船には２
人の女の子アマゾン海賊がいま
した。「無人島」はどちらのもの
か。ツバメ号とアマゾン号の乗
組員は相手の船を分捕った方が
勝ちと決め、共通の敵、屋形船
に住むフリント船長をやっつけ
る同盟を結びます。夜の湖で２
隻のヨットは分捕り合戦を繰り
広げます…。
　美しい自然を背景にスリルと
サスペンスに満ちた展開で、深
い喜びを感じる結末になってい
ます。人間として大切なものを
しっかり描いている傑作です。

かたの子ども文庫連絡会　宮尾しづか

図書だより

4 中 3 年

石
い し い
井　千

ち ひ ろ
尋さん

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書
空飛ぶ木馬
　斉藤洋　偕成社
こちょばここちょばこ
　中川ひろたか　ひかりのくに
あかちゃんカンガルー
　もとしたいづみ　ポプラ社
青空バーベキュー
　野中柊　理論社
せなかにのって
　谷内こうた　あすなろ書房
さかなのじかん
　ともながたろ　アリス館
からだのみなさん
　五味太郎　福音館書店

村上祥子の電子レンジで10分べんとう
　村上祥子　芝パーク出版
上司殿！それは、パワハラです
　岡田康子　日本経済新聞社
がんばる力とたしかな学力
　関本憲一　主婦の友社
ロカ
　中島らも　実業之日本社
室内犬の飼い方・しつけ方
　西東社
花輪茂十郎の特技
　佐藤雅美　文藝春秋
くらしの一日一日　
　大橋歩　マガジンハウス
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体
育
館
に
八
木
節
の
元
気
な
掛

け
声
と
笛
や
太
鼓
の
音
が
響
き
ま

し
た
。

　

４
月
19
日
（
火
）、
姉
妹
都
市

の
カ
ナ
ダ
・
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
市

か
ら
の
お
客
さ
ん
10
人
が
、
交
野

小
学
校(

大
橋
進
校
長)

を
訪
問

し
、６
年
生(

１
１
７
人)

と
歌
や

踊
り
、
折
り
紙
な
ど
で
楽
し
く
交

流
し
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
で
は
、
八
木
節
の
ほ
か

に
も
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し

た
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
や
校
歌
の
合
唱

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

身
を
乗
り
出
し
て
見
て
い
た
メ

ン
バ
ー
ら
は
「
み
ん
な
の
動
き
が

き
び
き
び
し
て
、
と
て
も
素
晴
ら

し
い
」と
大
感
激
。お
礼
に
「
み
な

さ
ん
の
勉
強
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」と
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
市
の
学

校
の
副
読
本
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、一
行
は「W

elco
m
e 

to
 o
u
r cla

ss!

（
私
た
ち
の
学

級
へ
よ
う
こ
そ
！
）」と
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
書
か
れ
た
教
室
で
、
新
聞
紙

や
色
紙
で
折
り
紙
に
挑
戦
。子
ど

も
た
ち
が
、
身
振
り
手
振
り
を
交

え
て
懸
命
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
鶴
や

か
ぶ
と
を
折
り
上
げ
ま
し
た
。

　

折
り
紙
は
初
め
て
と
い
う
キ
ャ

シ
ー
さ
ん
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
さ
ん

は「
折
り
紙
は
複
雑
で
す
が
、面
白

い
経
験
で
し
た
」「
以
前
、
広
島
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
原

爆
記
念
碑
に
た
く
さ
ん
の
折
り
鶴

が
供
え
て
あ
っ
た
情
景
を
思
い
出

し
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
昼
に
は
、
み
ん
な
で

給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

 

「
朝
ご
飯
は
、
ど
ん
な
も
の
を
食

べ
て
る
の
？
」「
パ
ン
だ
よ
」「
給
食

は
、
お
い
し
い
？
」「
最
高
」と
姉

妹
都
市
協
会
会
員
さ
ん
の
通
訳
で

楽
し
い
会
話
が
飛
び
交
っ
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
市

助
役
の
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
か
ら
「
大

学
校

Topi
cs

トピ
ック
ス

交
野
小
学
校

コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
か
ら
訪
問
者

みんなで一緒に

楽しく給食

歓
迎
し
て
い
た
だ
き
深
く
感
謝
し

ま
す
。交
野
市
は
、コ
リ
ン
グ
ウ
ッ

ド
と
同
じ
く
ま
ち
の
規
模
が
こ
じ

ん
ま
り
で
人
々
が
お
互
い
親
し
く

し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。ま
ち
並
み
も
清
潔
で
す
。

特
に
、
交
野
小
学
校
の
み
な
さ
ん

と
親
し
い
ひ
と
と
き
を
持
て
て
大

変
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。み
な
さ

ん
が
活
発
で
物
怖
じ
し
な
い
の
で

驚
き
ま
し
た
。交
野
の
ま
ち
が
、

い
つ
ま
で
も
自
然
に
恵
ま
れ
た
住

み
良
い
ま
ち
で
あ
る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
」と
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

歓迎の

太鼓演奏

一緒に

折り紙づくり
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法律相談=市民に限る=（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予約制）
　 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はそ
の翌日）の9時30分から電話で広聴広報課（℡ 892・
0121）
土地建物相談（不動産鑑定士）
　７日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　15日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　11日（土）星田市民センター、17日（金）市役所別館
　いずれも13時～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 28日（火）13時～16時、市役所別館
行政書士市民無料相談（行政書士）
　22日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡ 892・0121） 心身障害者福祉相談（身体・知的障害者相談員）

　 第1・3水曜日〈知的・身体障害〉13時～16時、ゆう
ゆうセンター
身体障害者・知的障害者・精神障害者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時15分、障害福祉係
でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～17時15分、ゆうゆうセンター
内基幹型在宅介護支援センター（℡ 894・3325）

精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日　10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火曜・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　福祉サービス課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　3日（金）と17日（金）13時30分～15時、青年の家
　14日（火）と28日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・栄養士）
　 毎日9時～正午と13時～17時15分（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～17時15分、ゆうゆ
うセンター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2
階（℡891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡ 892・0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡892・0121）

女性相談（女性相談員）
　 9日（木）10時～12時30分、市役所別館、定員3人（予
約制）、予約は電話で人権政策室（℡ 892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　16日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　人権政策室（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時15分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

6月   1 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

6 月  8 日
（第 2水曜）

6 月   8 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

6 月 15 日
（第 3水曜）

6 月 15 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

6 月 22 日
（第 4水曜）

6 月 22 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

6 月   1 日
（第 1水曜）

6 月のごみ収集日
問い合わせ
　粗大ごみ予約受付センター（℡891・5

ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
　環境事業所（℡ 892・2471）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は
粗大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。（詳しくは「家庭ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）
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し
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康
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6 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。
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  ハイキング　●●●

第 34回市民テニス大会
　4月 3日（日）私部公園テニ
スコートで 77チーム（154人）
が参加して開かれました。上位
の成績は下記のとおり。敬称略。

▽壮年の部
　①大蔵健治、後藤俊郎
　②山田豊、伊庭裕

▽女子の部
　①山口良子、木村俊子
　②大埜容子、松下禎子

▽一般男子の部
　①臼木正幸、村瀬裕彦
　②矢寺周、青山寛幸

▽ミックスダブルス
①恵比須和雄、恵比須恵子
②大蔵健治、雲川早苗

第 35回市民ソフトテニス大会
　4月 10日（日）私部公園テニ
スコートで 98人が参加して開
かれました。上位の成績は下記

福島大池付近の自然観察と山歩き
　6 月 12 日
（日）午前 7時
40 分、JR 大
阪駅中央改札
口前集合。雨
天中止。福島
大池－有馬富
士－城が山 －
新三田駅。小
学高学年～成人向き 12 ㌔。定
員は 20 人。交通費 1,700 円
（大阪駅起点）。参加費 300 円。
主催は初心山の会。［申］当日集
合場所［問］岩本さん（℡   892・
0167）

三室戸寺から宇治平等院
　6月25日（土）午前8時30分、
交野市駅集合。雨天中止。枚方
－中書島－三室戸寺－仏徳山－
興聖寺－平等院。家族向き6㌔。
参加費 200 円。交通費 1,600
円。主催は交野ハイキング同好
会。［申］当日集合場所［問］鶴園
さん（℡   891・6002）

保津峡から嵐山へ
　7月 2日（土）午前 8時、交野
市駅集合。雨天中止。枚方

  善　　意　●●●

善意銀行
　交野市社会福祉協議会の善意
銀行に、預託していただきまし
た。

▽松塚の岡本功さんから2万円

寄　付

▽  星田山手の田房万琴さんか
ら高齢者のためにと 14 万
1,000 円

スマトラ島沖大地震　救援金
　救援金にご協力ありがとうご
ざいました。
　みなさまからの救援金は、日
本赤十字社を通じて被災地に送
金させていただきます。
金　額　4万 310 円
累 　計　25万 4,147 円（4 月
　30日現在）
［ 問］社会福祉課（℡   893・
6400）

－丹波橋－京都駅－保津峡駅
－落合橋－清滝－愛宕念仏寺
－嵐山。一般向き 8㌔。参加費 
200 円。交通費 2,000 円。主催
は交野ハイキング同好会。［申］
当日集合場所［問］鶴園さん（℡  
891・6002）

のとおり。敬称略。

▽男子ダブルス
　①白川　昇、村田敏宣
　②島田俊雄、平　雅文

▽女子ダブルス
　①西　紀久子、丸山恵子
　②青木真都香、仲子紗代

枚方信用金庫から
緊急車両2台が寄贈

　5 月 12 日（木）、
枚方信用金庫から
消防用現場指揮車
と道路河川用災害
緊急車が、市に寄贈
されました。
　これは同金庫の
創立 55周年記念事

業として行われたもので、寄贈された車両は、火
災・救助などの出動時や自然災害など発生時の
危険防止に役立てていきます。

大阪ガス㈱から
一体型コンロ寄贈

　5 月 13日（金）、
大阪ガス㈱から一
体型コンロ 11 台
が、市に寄贈され
ました。
　これは同社の創
業 100 周年記念
事業の一環として
行われたもので、
寄贈されたコンロはゆうゆうセンター 3階調理
実習室に設置されました。
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康に役立つ気功の練習。対象・
定員は市内在住の成人 10 人。
年会費 1,000 円。1 回 1,300
円。指導はNPO法人気功協会
講師の松村健壱さん。［申・問］
平井さん（℡   892・1356）か、
山田さん（℡   894・3760）

交野着付同好会A
　7月2日（土）・
9日（土）午前
10 時～正午、
武 道 館 2 階
（予定）。対象・
定員は市内在
住・在勤の女
性 10 人。持ち
物は浴衣、肌
じゅばん、す

そよけ、腰ひも 3 本、半巾帯、
前板、たてまき。会費 500 円。
指導は浪速きつけ研究会講師
の藤谷葉子さん。［申・問］直
接会場または、藤谷さん（℡  
891・5674）か、新谷さん（℡   
892・8870）

森ジャガーズ
　毎週土曜日・日曜日と祝日

午後 1 時～ 5 時、岩船小学校
グラウンド。小学生のソフト
ボールチーム。定員・対象は
小学生 10 人。月会費 1,500
円（おやつ代含む）。指導は
佐井木義文さん。［申］土曜日
に直接会場［問］井上さん（℡  
895・5039）か、東野さん（℡  
810・2114）

ドレミふぁ！らんど
　毎月第 1・3 火曜日午前 10
時 30 分～ 11 時 30 分、青年
の家か、同午後 1 時～ 2 時、
星田西体育施設。親子でリズム
遊びを楽しむ。対象は 2 歳 6
か月～就園前の幼児。定員は各
クラス若干名。月会費 2,000
円。［申・問］小澤さん（℡  
894・0667）か、角田さん（℡  
893・9189）

アトリエ・ヴィオレット
　毎月第 1・3木曜日（6月は
2 日（木）と 23 日（木）、午
後 1時 30 分～ 3時 30 分、ゆ
うゆうセンター。自分のペース
で学べるビーズ教室。指導はビ
ーズ・アートアソシエイツの山

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です
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田直美さん［申・問］山田さん
（℡   891・0558）

リリーズ
　毎週日曜日午前 9時 30分～
正午、倉治小学校。ママさんバ
レー。対象は既婚女性。月会費
1,500 円。指導は吉川美喜雄
さん。［申・問］武内さん（℡  
894・1785）か、志波さん（℡  
896・1761）

かたの写真同好会
　毎月第 3日曜日午前 10時～
正午、青年の家（予定）。テー
マにそって作品を持ち寄り講
評会。年会費 3,000 円。［申・
問］千間さん（℡  ・℻   891・
8988）

交野大正琴の会
　月 2 回月曜日午後 1 時～ 2
時 30 分、交野会館（火曜日ク
ラス、水曜日クラスもあり）。
なつメロや童謡、歌謡曲などを
弾いて楽しむ。定員 10人。月
会費 3,500 円。指導は小澤喜
久枝さん。［申・問］小澤さん（℡  
894 ･ 0667）
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パステル画　フレンドハウス
　毎月第１・２・３火曜日午
後１時～ 4 時、青年の家 2 階
201 号室。グループ展、文
化祭などで作品発表。入会金
1,000 円。 月 会 費 1,000 円。
指導は小安孝子さん。［申・
問］直接会場か、山本さん（℡  
891・0339）か、津田さん（℡  
891・2348）

交野社交ダンス同好会（水曜会）
　毎週水曜日午後 6時 25分～
7 時 15 分（初級）、午後 7 時
25分～ 8時 15分（中級）、ゆ
うゆうセンター 4階交流ホー
ル。対象・定員は初・中級者若
干名。入会金 2,000 円。月会
費 3,500 円。指導は元 A級プ
ロの藤戸哲仁さん。［申］練習
日に直接会場［問］久保田さん
（℡   892・5112）

3B 体操会
　毎週水曜日午前 10 時～ 11
時 15 分、青年の家。毎週月曜

日午前 10 時～ 11 時 30 分、
幾野ふれあい館。音楽に合わ
せてストレッチなどで健康づく
り。対象は市内在住の女性 10
人。入会金 1,000 円。月会費
2,500 円。指導は 3B体操公認
指導者の長谷川和子さん。［申］
練習日に直接会場［問］長谷川
さん（℡   090・5883・8179）

交野太極拳協会
　毎週火曜日
午後 2 時～ 3
時30分、武道
館。対象・定
員は市内在住
の10人。入会
金1,000円。月
会費1,500円。
指導は公認指導員の松田日佐
子さん。［申］練習日に直接会
場［問］松田さん（℡   891・
1791）か、若林さん（℡   892 
・2857）

交野市弓技連盟アーチェリークラブ
　10 月 29 日（土）までの毎
週土曜日午後 6時 30分～ 8時
30 分、交野ワーキングエリア

内多目的広場。対象・定員は
市内在住・在勤の人 10人。入
会金 1,000 円。指導はアーチ
ェリー部顧問の成宮一男さん。
［申・問］練習日に直接会場か、
堀内さん（℡   893・2641）

直心影流薙刀術
　毎月第 2・3・4 木曜日午後
1 時 30 分～ 3 時 30 分、星田
会館。対象・定員は成人 5人。
月会費 3,000 円。指導は古川
和子さん。［申・問］練習日
に直接会場か、廣田さん（℡  
891・2897）か、大洲さん（℡  
891・6461）

交野俳句会
　毎月第 1日曜日午後 1時～
4時 30分、武道館 2階専修室。
対象・定員は市内在住の人 10
人。会費 5,000 円（６か月分）。
指導はNHK学園俳句講師の藤
崎実さん。［申・問］井上さん（℡  
893・0340）

気功同好会
　月 3回火曜日午前 10 時 30
分～正午、武道館（予定）。健
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は要予約。［申・問］久保田さ
ん（℡   892・7515 か、平井名
さん（℡   891・1206）

第 3バザー
　6 月 18 日（土）午前 11 時
～午後 3 時、作業所クローバ
ー（郡津 5－ 9－ 3）。衣類や
小物、食器などのバザー。主催
は作業所クローバー。［問］上
野さん（℡   894・4822）

ブラジルの文化に楽しむ
　6月 19日（日）午後１時（開
場）～ 4 時、ゆうゆうセンタ
ー３階調理実習室。ブラジル
料理の調理と、歌・踊りを楽し
む。定員40人。参加費500円。
講師は市内在住ブラジル人の原
田マリアさんほか。主催は交野
発国際親善の輪、姉妹都市協会。
［申・問］6 月 10 日までに長
谷 川 さ ん（ ℡   892・8757　
e-mail:sessc@max.hi-ho.ne.jp）

ふるさとの宴
　6 月 19 日（日）午前 10 時
30分（開場）～午後 4時 30分、
ゆうゆうセンター 4階交流ホ
ール。日本舞踊、琵琶、民謡、
琴、尺八の演奏など。参加費無
料。［申］当日直接会場。主催
はグループ潮。［問］山部さん
（℡   892・1849）

交野水彩画展
　6月 21日（火）～ 28日（火）
午前 9時 30 分～午後 4時 30
分（28 日は午後 4 時まで）、
青年の家 1 階ロビー。交野水
彩画会会員の作品約 40点を展
示。主催は交野水彩画会。［問］
宇都良さん（℡   891・7839）

フリーマーケット
　6 月 25 日（土）午前 10 時
～午後2時、松塚公園。衣類、本、
小物などを販売。出店者も募集
（参加費 500 円）。主催は作業
所クローバー。［申・問］上野
さん（℡   894・4822）
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無料ゆかた講習会
　6 月 28 日（火）午前 10 時
～正午、駅前住宅集会所。簡単
なゆかたの着付け。対象・定員
は女性 10人。参加費無料。講
師は瀬川百合子さん。［申・問］
津田さん（℡   892・6581）か、
福田さん（℡   892・8806）

水彩画サークル天の川みずゑ会
第二回七夕展
　7月 1日（金）～ 8日（金）
午前 10 時～午後 5時（8日は
午後 3時 30 分まで）、青年の
家 1階ロビー。〝道〟をテーマ
にした作品含む約 40点の水彩
画を展示。主催は天の川みずゑ
会。［問］手島さん（℡   893・
4598）

第26回交野市空手道選手権大会
　7月３日（日）午前 9時（開場）
～午後５時、いきいきランド交
野メインアリーナ。種目は個人
形の部、組手の部、小・中・高・
一般、団体の部。主催は交野市
空手道連盟。［問］中野さん（℡  
891・0890）

音楽協会 10周年記念
七夕コンサート
　7月 3 日（日）午後 2時 30
分（開場）～ 4時 30分、星の
里いわふね。バイオリニストの
菊本恭子さんによる「サン＝サ
－ンスヴァイオリン・ソナタ第
1番」などを演奏。運営協力金
1,000 円。主催は交野市音楽
協会。［申・問］西河さん（℡  
892・6600）か、小島さん（℡  
892・8144）

読書会
　7 月 5 日（火）午前 10 時
10分～正午、青年の家 202 号
室。「ギリシア神話」（のら書店）、
「ギリシア神話英雄物語」（筑摩
文庫）を読んできて感想を語り
合う。参加費 500 円。講師は
鴨の子文庫スタッフの大谷朝さ

ん。主催はかたの子ども文庫連
絡会。［申］当日会場。保育（2
歳以上 1人 500 円）の希望は
6月 28 日（火）までに寺西さ
ん（℡   894・4552）［問］寺
西さん

子供ピンポン大会
　7月 17日（日）午前 9時（開
場）～午後 1 時、いきいきラ
ンド交野メインアリーナ。対象
は小学生。種
目はシングル
ス戦で低学年
の部（1 ～ 3
年生）、高学
年の部（4～
6 年生）。賞
品あり。上靴
持参（あればラケットも）。主
催は交野市卓球連盟。［申］7
月 8日（金）までに畑中さん（℡  
892・3813）。［問］畑中さん

「けいはんな女声コーラスの集い」
第 12 回ふれあいコンサート
　11 月 6 日（日）午後 0 時
30 分（開場）～ 4 時 30 分、
けいはんなプラザ・メインホー
ル。京阪奈8市町の女声コーラ
スグループが歌を通じて交流を
深める。参加費は１団体2,000
円と出場者一人につき 1,200
円。主催はけいはんな女声コー
ラスの集い実行委員会。［申・問］
6 月 17 日（金）までに西野さ
ん（℡   891・9630）

おわびと訂正

　「広報かたの」5月１日号 29
ページ「みんなのページ」のコ
スモス（バレーボール）の電話
番号に誤りがありました。
　誤りは「891・1776」で、
正しくは「894・1776」です。
　深くおわびして訂正いたし
ます。
［問］広聴広報課
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生き生き絵画展と楽しい絵手紙展
　5 月 31 日
（火）～ 6月 6
日（月）午前
9 時～午後 5
時（6 日は午
後 4時まで）、
青年の家 1階
ロビー。70 ～ 90 代の人たち
が描いた絵などを展示。［問］
酒谷さん（℡   810・2545）か、
村山さん（℡   891・1649）

フリートーキング
　6月 9日（木）午前 10 時～
正午、いきいきランド交野会
議室 2。知的障害者（児）が地
域で生きていくためにはどう
したらいいかを話しあう。参
加費 200 円。主催はびぃ－ぶ
る。［問］大町さん（℡   090・
4908・3110）

はなきんくらぶ
　6 月 10 日・24 日（金）午
後 1 時 30 分（開場）～４時、
ホーム明星（星田 8ー 6－ 7）。
カラオケ・囲碁・将棋など。対
象は市内在住の 60 歳以上の
人。参加費無料（喫茶は有料）。
主催は（社福）豊年福祉会。［問］
浜崎さん（℡   894・1798）

ちょっと待って…
このままでいいの？私
　6月 11日（土）午後 1時（開
場）～ 3時 30分、ラポール枚
方。ドメスティック・バイオレ
ンスについての創作劇とパネル
ディスカッション。定員 100
人。参加費 500 円。主催は北
河内男女共同参画ネットワーク
［申］当日直接会場［問］雲川
さん（℡   090・2702・3590）

第 17回歌謡オンステージ
　6 月 12 日（日）午前 9 時
30 分（開場）～午後 6時、星

の里いわふね。交野歌謡クラブ
創立 20 周年記念歌唱発表会。
ゲスト歌手に森宮幸子さんを招
待。入場無料。主催は交野歌謡
クラブ。［申］当日直接会場［問］
荒井さん（℡   891・9757）

アンディ先生のマジック教室
　6月 12日（日）午後 2時（開
場）～ 3時 50分、天の川明星。
手品のステージショーと身近な
ものですぐできる簡単マジック
教室。入会金 100 円。月会費
1,200 円（4歳以上）主催は交
野おやこ劇場。［申・問］同劇
場（℡   893・4960　月・水・
金　午前 10時～午後 2時）

気功体験教室
　６月 14 日（火）午前 10 時
30 分（開場）～正午、武道館
第1専修室（予定）。定員10人。
参加費無料。主催は気功同好会。
講師はNPO法人気功協会の松
村健壱さん。［申・問］平井さ
ん（℡   892・1356）か山田さ
ん（℡   894・3760）

旬菜クッキング
　6月15日（水）
午前 9 時 30 分
（開場）～正午、
ゆうゆうセンタ
ー調理実習室。
玄米を中心と
した野菜だけの

料理。参加費 2,500 円。定員
15 人。主催はえみぃずキッチ
ン。講師は調理師の北原栄実子
さん。［申・問］北原さん（℡  
892・8469）

ちょっとおしゃれな日本料理
　6 月 17 日（金）午前 9 時
50 分～午後 1 時 30 分、ゆう
ゆうセンター 3階調理実習室。
定員40人。参加費1,200円（材
料代含む）。持ち物はエプロン、
三角巾、包丁、ふきん、箸。講
師は伊達妙子さん。主催は大阪
友の会。託児（300円軽食付き）

みんなのページ
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こんにちは 裏　面

人口と火災・救急
4 月末の市の人口（前月比）

　人　口　79,441 人　（＋ 887）
　　男　　39,024 人　（＋ 711）
　　女　　40,417 人　（＋ 176）
　世帯数　29,586      （＋ 855）

4 月の火災と救急
火災   2 件 　　救急　253件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消
防サイレンを鳴らします。

(35)17.06.01

　今回の表紙写真は郡津小学
校での下校風景です。
　無邪気にカメラの前でポー
ズを取る子どもたちの姿はい
つ見ても心和むものです。
　犯罪のない社会でこの笑顔
がいつまでも続きますように。
（ふ）
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　「いつも癒してくれてありがとう

これからも元気に育ってね！」

（倉治）
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　4月29日（祝）、市内を歩く「交野自然ふれ
あいウオーク」が行われました。
　参加者約1,000人は、初心者8㌔・一般12
㌔・健脚19㌔の3コースに分かれ、自分の
ペースで散策を楽しみ、自然とのふれあいを
満喫しました。


